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カイフモクについて

山田幸男*・舟橋説往*

Y. YAMADA and S. FuNAHASHI: On Cystophyllum 
cae，司pitosumYENDO 

カイフモク Cystophyllumcae.学的sumYENDOは，遠藤吉三郎博士によ

って1907年日本産フ戸クス科植物と題するモノグラフ的研究の42買に新種

として発表された。しかし乙の記載は極めて簡単なものであり，そして図版

III. Figs. 12-13に体の一部分の簡略な図を与えているが，生殖器托について

は詳しい記載もなく文図もない。

乙のカイフモクについてはその後 50数年間，他の研究者に依る報告は

見当らない。遠藤博士がとの種を設けられた材料は越後・羽後とあり，即ち

新潟，秋田県lと当る訳で日本海の特産種である。

さて筆者等は 19印年来能登半島の海諜フロラの研究中，数回の採集lζ於

いて，該種と考えられるものの能登各地に鏡産するととを見出し，多数の材

料を得るととができた。

そ乙でとれら能登産の材料を精査し詳細な記載を与え併せてジョロモク

属 (Cysωρhyllum)の他の近似種中特にジョロモク C.sisymbrioides J. AG. 

及びヒエモク C.turneri Ym狂幻との比較検討をした処，筆者等の材料は遠

藤博士のいうカイフモクに当てるべきであるという結論に到達した。

次に種の記載をのべる。

体は長さ 1m内外;根は円盤状lζて直径4-5cmIζ達し弾性にとみ強

靭，横断すると 1-3の輸を認めうる;茎は根より 1本(極めて稀に2本)直

上し， 5-10cm長く， 3-7mm太く，表面に小績を点在し円柱状，単一又は

数本lζ枝分れしているが，とれら主枝の最上部は鞘々扇圧となり，頂端は議

形，各主枝の属圧部より若い枝を出す;枝は糸状1-2mm太く，属圧，平滑，

主枝の先端部附近から主枝の両側に集約的に出で羽状に配列している，そ

して若い枝は羽状であるが，成長すると複羽状を呈している，即ち成長のと

* 北海道大学理学部植物学教室
The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XI. No. 2， August 1963 



50 議類第11巻第2号昭和38年8月

まる校と成長をつづけ伸長する校とがみられる;十分成長した校は長さ約 1

mlC::達し，校の両側には単条又は複性の小枝を互生し，小枝の分岐した各片

は葉となっている，而うして校の下郊に於ける小枝の葉片の中のあるものは

気胞に変じているが，校の上部のものは殆んど全部気胞及び生殖器托になる

ため総状を示している;成長のとまった校は，十分成長した校の約 1/3~1/5

以下の長さで，乙の校の両側から小枝を互生織に羽状に出しているが，とれ

らの小枝の裂片即ち葉の気胞及び生殖器托lζ変じたものは通常認める ζとが

できない ， 葉は線状，幅 O.5~lmm 長さ 5~20 (~35) mm，基部は葉と同幅

か多少溢れ，先端は鈍頭，表面lζ微細な毛叢が散在する，下部の葉は微かに

Cystothy//wlL caesψztOSltllιYENDO カイフモク
能登恋路箆 March 8， 1963 (雌性体)
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山田・舟橋: カイフモタについて 田

中肋を有するものが認められ，単条文は1-2回叉状分岐し，厚さは約必Oμ，

長さは 3cmまで，膜質，上部の葉は細線状を呈し，中肋は認められない;気

胞は連続する乙となく常に単一，枝の下部lと於いては楕円体，長楕円体，直

径2mm前後で3mmlと達するものは認められない。長さは 3-6(-8) mm， 

上部に至るに従って長さを増し，直径を減じて紡錘形を呈し，気胞自身と同

長か文はそれ以下の短い柄を有する。又気胞の先端には細い線状の1本文は

分岐した小葉をつけているが，小葉の最も長いものでも気胞の長さの8倍以

内である;生殖器托は小枝の上部に総状iζ生じ，円柱状，直径O.5-1mm，

長さ 7mmまで，上方lと行くにつれて漸尖となり，先端は鈍頭，下方は細い

糸状の柄となっている。熟すると色は最初に黄味を帯びてくるが次第に暗褐

色又は黒変し肉眼的に容易に認め得る。本種は雌雄異株であるが，外観的に

は雌雄の両生殖器托は区別し難い。

産地:能登岩城，九十九湾日和山，同披ケ崎，新保，恋路，折戸，曽々

木，輪島。

:wてジョロモク属は従来全世界で16種が知られているが，日本には6種

が知られているので次に列挙してみる。

1) C. crassites J. AG. ネプトモク

2) C. hakodatensis Y聞∞ ウガノモク

3) C. geminatum J. AG. エゾモク

4) C. sisymbrioides J. AG. ジョロモク

5) C. turneri y~∞ヒエモク

6) C. caestitosum Y町 m カイフモク

ζれらの種類群を校の出方により三大別するととができる。即ち前半の 1)ネ

プトモク 2)ウガノモク 3)エゾモクの3種は枝は体輸の各方面より不規則l乙

出るのに対して， 後半の 4)ジョロモク 5)ヒエモク 6)カイフモクの枝は体軸

の両側に羽状lζ配列し各羽状の枝は一平面に櫛比している点に於いて著

しく異なっている。随ってカイフモクはとの後者のグルF プに属する訳で

あり，近似種であるジョロモク，ヒエモクとの比較検討を次に試みたいと

思う。

体全体についてみるとカイフモクでは下部に生ずる枝は上方のものより

下方のものが造かに大きいので体全体が叢状を示しているが，ジョロモクで

は上方の枝も大きくなりカイフモクの様に顕著ではない。ヒエモクについて
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回 誕類第11巻第2号昭和38年8月

もジョロモクにむしろ近い様であるが只繊細柔軟である点に於いて異なる。

枝はカイフモクに於いては糸状1(-2)mm太く，鳳圧，平滑，主枝の先

端部付近から主枝の両側に集約的に出て羽状lζ配列する。ジョロモクでは広

線状2(-3)mmでカイフモクの約2倍の太さをもち，比較的接近して主枝の

両側より出る。ヒエモクでは枝は互に密接せず多少の間隔をおいている。そ

して枝の着点はジョロモクの様に肥大著しくないか文は全くない。

葉はカイフモクに於いて細線状で幅0.5(-l)mm，長さ 5-20(-35) mm. 

基部は葉と同幅か多少鑑れ先端鈍頭，中肋は下部の葉に徴かに認められるが

上部では認められない。ジョロモクでは広線状で幅1.5-2.5mm，長さ 10-

20 (30-35) mm，基部多少結れ文は細く，先端鈍頭，中肋は明瞭で，羽状i乙

分れている場合中肋は脈となって葉の裂片K入っている。ヒエモクでは狭長

1-1.5mm，長さ1O-12mm，中肋は明瞭である。

気胞はカイフモク，ジョロモク共に連続するととなく常に単一で，下部

のものでは楕円状(カイフモクでは往々長楕円状となる)であるが，上部のも

のでは紡錘形を呈している。柄は気砲と同長か文はそれ以下である。併し気

胞の大きさに於いて異なりカイフモクでは直径は通常約2mm，長さは 3-6

(-8)mmであるのに対し，ジョロモクでは直径4-5mm，長さは 5-10mm

で凡そカイフモクの2倍大に達している。ヒエモクの気胞は短柄を有し略々

球状を示し，径1-2mm大で時lζ2-3個縦iと連る乙とがあって著しく前二

者とは異なっている。文気胞はその頂端lと細線状の単条文は叉状の小葉(冠

葉)を有しているが，ジョロモクではその長さは通常気胞の長さの2-3倍位

でありそして中肋は明瞭であるが，カイフモク，ヒエモクでは気胞の長さの

数倍のものが認められ，特lとカイフモクでは8倍lζ達するものが認められた，

しかし中肋は不明瞭である。

生殖器托は小枝の上部lζ総状に生ずることは三種共原則的に共通である

が，カイフモクでは円柱状，ジョロモクでは円錐状(文は円柱状)，ヒエモク

では閉傘状(又は円錐状)を呈している。只面白いととにヒエモクのみは最末

枝の上端に総状lζ着生するけれども大概頂上の1個のみ発育し，他は発達し

ないで，最末枝に単独の様にみえる。

毛叢はカイフモクにては葉の表面に微細な斑点としてみとめられるが他

の二種には認められない。

文一方 FENSHOLT(1955)は今迄に記載された Cystophyllumの種をしら
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山田・舟橋: カイフモタについて 53 

ベ，ネブトモク，ウガノモク，エゾモクは夫々 Cystoseiracrass伊's(TURN.) 

AG.， Cyst. hakoda的問is(Y聞∞1)F凹 S.，Cyst. germinata AG.，一方文ジョロ
モク， ヒエモクは夫々 Aゐlagropsismyagroides ('京JRN.)FENS.， M. yendoi 
FENS.とよぶべきだと述べている。

従って筆者等の今回の能登産のカイフモクは上の FENSHOLTの考に従

えば Myagropsiscae.ψitosaとすべきであるがさし当りととでは， 従来の

Cystophyllum属の億にしてある。それは元来 Fucalesの内には未だ研究不

充分の多数の種類があり，その分類も甚だ困難なグル戸プとして知られてい

る。したがって日本産の Fucales全般の研究が更に種々の角度から多数の材

料によって遂行されるまでは，とれらの決定的な分類をその一部の観点より

の知見から早急に論断すべきではなく，今後の研究に侯ちたいと考えるから

である。

Su宜unary

Cystophyllum cae.φitosum was repo此edas a new species from Provs. Echigo 
and Ugo (now Prefs. Niigata and Aki切)by YENDO in 1907， but his description is 
very brief. Since也enno one has reported this species anywhere. 

In the course of a floristic study of marine algae from Noto Peninsula located 

in the middle part of Honshu on the Japan Sea side， the present writers could 
collect a good deal of the materials of this species. 

After having made careful observations， the writers give de包ileddescription of 
this species， basing出isrich material. 

文 献

YENDO， K. (1907): The Fucaceae of Japan. Journ. Coll. Sci. Imp. Univ. Tokyo. 21 
(12): 1-174. 遠藤吉三郎(1916):岡村金太郎.日本藻類名集第2版， 188-216頁(円胞子

類，遠藤分担執筆). 岡村金太郎(1936): 日本海藻誌. ENGLER， E. (1954): Syllabus der 

Pfl回zen-Fam巡回1. FENSHOLT， D. E. (19弱1):An emendation of出 genusCysto・
phyllum (Fucales). Amer. Journ. of Bot. 42 (3): 305-322， Figs. 1-51. 
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室蘭沿岸に生育するアマノリの生態学的研究

船野隆*

T. FuNANO: Ecological study of Porphyra 
growing on the coast of Muroran 

1. はしがき

筆者は 1958年4月から約2年間，室蘭沿岸lと生育する海藻の生態につい

て，調査を行なった。今との調査資料のうちからアマノリに関する資料を選

び，文調査地域も各地先のアマノリの分布が広く且つ種類の多い7地域lζ限

定し，乙れらの資料を比較検討した結果，此類の生態に関してニ，三の知見

を得たので乙乙lζ報告する。

なお，本論lと入る前lζ，終始変らぬ御指導を戴いた思師北海道大学理学

部山田幸男教授，中村義輝助教授に感謝の意を表するとともに，との報告を

纏めるにあたって多くの有益な助言をして戴いた北海道地区水産研究所長谷

川由雄博士，及び北海道立水産試験場阪弁与志雄博士にお礼申しあげる。

2. 調査方法と調査地域

1958年4月から翌1959年6月まで，毎月 2-3回，イタンキから陣屋ま

での 6調査地先(第1図)に行き，標本の採集をし，種の同定を行ない，各種

の消長，着生帯，着生基物，着生状況

を1/200の平磯の地図及び野帖に記入

し調査した。乙の調査方法は，多くの

点で松浦(1958)の報告を参考にした。

調査地域はイタンキから陣屋まで

の各地先で，アマノリの種類が多く着

生状況も良いイタンキ(司，長磯 (6)，

チャラッナイ (9)，電信浜(14)，絵鞘(16)，

絵鞘(19)，陣屋(24)の7地域である(第

1図)。乙れらの干潮時露出する平磯の

市北海道立水産誠験場

.，.縄師 合同帥 'itJtr#J

J<干埠

第1図室蘭沿岸と調査地域

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XI. No. 2， August 1963 
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船野: 室蘭沿岸11:生育す忍アマノリの生態学的研究 55 

面積は絵鞘(16)が最も少なく 2.700m2であり， チャラッナイ (9)が5.150m2

で最も多い。一方，周年の着生する海藻の種類は絵鞘(16)が44種で最も少な

し陣屋が69種で最も多い。

3. 調査結果と考察

A. アマノリの種類と着生状況(第1表)調査地域にみられたアマノリの

種類は次の6種である。

マルパアマノリ? P. suborbiculata KjELLM. pro玄.

スサピノリ P. yezoensis UEDA 

ウップルイノリ P. pseudolinearis UEDA 

ホソパチシマクロノリ P. umbilicali・'sf. linearis (GREV.) HARV. 

オオノノリ P.onoiUEDA 

フイリタサ P. variegata (KjELLM.) Hus 

マルパアマノリ?としたのは，細胞は一層で，体の縁辺に顕微鏡的鋸歯

をもち，生殖器官の分裂型式は♀ (a/2b/2 c/4)， O (a/4 b/4 c/4)であるが，一部

の精子麓に c/8に分裂する過程の隔壁のようなものがみられた。乙れを隔壁

と考えれば，果胞子嚢もクロノリ P.okamurai UEDAと一致するが， ζのア

マノリは多くの点でマルパアマノリに類似しているのでマルパアマノリ?と

第1表調査地域におけるアマノリの着生状況

アマノリの種類

調査地域 ウツプJ十 フイリ
7 ノリ?ノリ イノリシマクロノ リ タサ

ノリ

イ ~ ンキ (2) 2 2 1 2 

長 磁 (6) 2 2 1 1 

チ+ラ v ナイ (9) 1 3 2 1 1 

電 信 浜 (14) 2 2 3 2 

絵 靭 (16) 2 1 

絵 靭 (19) 1 2 

陣 屋 (24) 1 1 1 

註各調査地域にみられるアマノリの着生面積，着生密度及び生育期間などから

着生量の多少を判断し，次の三階級に着生状況を分砂た。

1 : 着生量が極めて少ない。

2: 着生量が中ほどである。

3: 着生量がかなり多い。
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56 藻類第11巻第2号昭和38年8月

した。

とれらのアマノリの着生状況をみると，湾内(絵鞘~陣屋)を除いてウツ

プJレイノリ，スサピノリが他のアマノリに比較し良く着生している。一方，

マJレパアマノリ?はチャラッナイ (9)にのみ，同じくホソパチシマクロノり

もイタンキ (2)の調査地域にのみ着生している。なお，湾外(イタンキ~電信

浜)に比べて湾内(絵鞘~陣屋)では，着生するアマノリの種の数も少なく，着

生状況も悪い。

B. アマノリの着生基物と基物にたいする着生状況(第2表)

オオノノリ，フイリタサは褐藻類，紅藻類，顕花植物であるスガモなど

の植物体のみを着生基物としている。オオノノリはアカパギンナンソウ，エ

ゾツノマタ(クロパギンナンソウ)，ヒラコトジに良く着生するが，他の紅藷

にも稀に着生する。フイリタサはスガモlζ最も多く着生するが，ヒラコトミ人

ハケサキノコギリヒパなどにもごく普通に着生している。なお，その他の褐

藻，紅藻にも着生している。フイリタサの着生基物となる海藻，スガモの垂

直分布は潮間帯，或いは漸深帯である。乙れらの着生基物のうち漸深帯にあ

るのはスガモ，ウガノモク，フシスジモクであるが，フイリタサは乙れらの

植物体の比較的上部に着生していて潮間帯を上下している。一方，オオノノ

リはアカパギンナンソウ，ヱゾツノマタなどに着生し，干潮線の近くにその

着生帯をもっている。

マJレパアマノリ?，スサピノリ，ウップJレイノリ，ホソパチシマクロノ

リの着生基物は植物の外にフジツボ，イガイの貝殻及び岩石である。各種の

アマノりについてみると，マルパアマノリ?はヱゾイシグ，フクロフノリに

良く着生するが，他のスサピノリ，ウップJレイノリ，ホソパチシマクロノリ

は植物にあまり着生せず，フジツボやイガイの貝殻及び岩石lζ多く着生して

いる。ウツプJレイノリ，スサピノリは着生状況が良く各調査地域に広く分布

しているが，この2種のアマノリの着生基物は，主に貝殻及び岩石の他，ウ

ツプJレイノリでは潮間帯の上位で比較的波浪のあたる所にあるヒパマタ，ヱ

ゾイシゲ，マツノリ，ヱゾツノマタである。一方，スサピノリの着生基物は

貝殻及び岩石の他，潮間帯にあるマツノムイボノリや潮間帯から漸深帯に

あるウミトラノオ，カレキグサ，フジマツモ，ホソパフジマツモ，ハケサキ

ノコギリヒパ及び‘スガモである。乙のようにスサピノリはウップルイノリに

比べて着生基物が多く，垂直分布では下位で，潮間帯から漸深帯で比較的波
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第2表 アマノリの着生基物と基物にたいする着生状況

アマノリの種類

アマノリの着生基物 引レJぜい ウツプル ホソパチlw|フイリ
マノリ?ノ リ イノリ C マクロノリ タサ

ノリ

褐藻類

ヒ '‘t 宅F タ 1 

Z二 ゾイ シゲ 2 1 

ウ ガノ モタ 1 

ウミトラノオ 1 

フシスジモタ 1 

紅漢類

ピ リ ヒ '‘t 1 

てF ツ ノ リ 1 1 1 1 

フタロフノリ 2 1 1 

カ レキ グサ 1 

イ ポ ノ 1 1 
エゾツノマタ

1 2 (クロパギンナン)

アカパギンナンソウ 3 

ヒ 7 コ トジ 2 2 

ダ ，a- ス 1 

イ ギ ス 1 

ヤナギノ リ 1 1 

オ オ ソ ゾ 1 

イソムラサキ 1 

フジ マツモ 1 1 

ホソ，マフジマツモ 1 1 

ハケサキノコギリヒパ 1 2 

被子植物

ス ガ モ 1 3 

節足動物

フジツポ(二種) 2 2 2 1 

軟体動物

イ ガ イ 1 3 3 2 

岩 石 1 3 3 2 

註上衰の数字はアマノリの着生基物にたいする着生状況を示し，目測によって

次の 3階級IC分けた。

1 : アマノリが稀に着生するもの。
2: ア7 ノリが普通IC着生するもの。
3: アマノりが良く着生するもの。
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浪の少ない所に着生する。ホソパチシマクロノリは主にイガイの貝殻や岩石

に着生するがその外，満潮線附近のフジツボの貝殻やフクロフノリ，イボメ

リにも稀に着生する。ホソパチシマクロノリの着生帯は満潮線附近である。

なお，附着基物としてのマツノリは4種，フクロフノリは 3種のアマノ

リを附着させている。，附着基物として他の多くの海藻は 1-2種のアマノリ

が着生している。

C. アマノリの着生帯と消長(第2図及び第3図)

マルパアマノリ?の着生帯は各種アマノリの中で，最も狭く潮間帯上部

で，着生地域もチャラッナイ (9)に限られ，その面積も数m2でごく僅かであ

る。乙の種の消長は 11月下旬に出現，1-2月にかけて盛期となり 5月に消失

するが， 1-2月の盛期に採集した標本の中にも成熟体をみるのは稀である。

スサピノリの着生帯は潮間帯上部から漸深帯下部である。出現期は地域

によって幾分乙となるが， 1月から 2月初旬で，盛期は各地域で3-4月であ

る。 スサピノリの着生帯及び出現期を各地域でみると，電信浜(14)，チャラ

ッナイ (9)，絵鞘(16)の地域では着生帯も広く，同じく出現期も僅かではある

が他の地域より早い。

l三
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第2図調査地域におけるアマノリの着生得
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17オ (1)
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第3図調査地域におけるアマノリの消長と果胞子放出期間

註 1) 上図で各種のアマノリの生育期間と果胞子放出期間を示したが，生育期

聞で~自になっているのが果胞子放出期間である。

2) 各々の調査地域で第1段目のものはウップルイノリ，次lζスサピノリ，

オオノノリ，フイリタサと続いている。ただし，イタンキ(2)の5第段目は

チシマクロノリ，チヤラッナイ(9)の第5段目は7Jレパアマノリ?である。

3) 1958年の消失期はチヤラッナイ 4種，電信浜l種だけを調査した。

ウップルイノりの着生帯は，飛沫帯から潮間帯下部でありスサピノリよ

り幾分狭い垂直分布を示している。その消長は地域で差があり 9月初旬か

ら11月中旬にかけて出現し， 12-3月が各地域の盛期で，消失期は早い地域

では3月，遅い地域では 6月中旬である。乙の種の生育期聞は，外海lζ面し

波浪の強いイタンキ (2)で最も長く，内湾にある陣屋(24)で最も短かい。着生

帯ではチャラッナイ (9)が最も広く陣屋 (24)が最も狭い。このようにウップ

ルイノリの着生帯，生育期聞は地域によって変化するが，一般に，外海で着

生帯も広く，生育期間も長く，着生状況も良いが，内湾である絵鞘から陣屋

では着生帯は狭く，生育期間も短かく，着生状況もあまり良くない。

ホソパチシマクロノりは満潮線附近の飛沫帯の一部から潮間帯上部にか

けて着生している。 乙の種の着生帯は狭く， 着生地域もイタンキ (2)に限ら

れ，着生面積もマJレパアマノリ?に次いで少なく 50m2程である。消長は 1

月中旬iζ出現し，3-4月が盛期で， 6月初旬には消失する。

オオノノリの着生帯は潮間帯下部から漸深帯上部で，干潮線の上下lζ位
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60 藻類第11巻錆2号昭和38年8月

置していて狭い。乙の種の出現期は地域によってあまり変化がなく 1月中旬

から 2月初旬にかけておこり，盛期は 3--4月である。各地域で出現期をみる

とチャラッナイ(め，電信浜(14)で1月中旬に葉体がみられ，幾分遅れて長磯

(6)，絵鞘(19)にみられる。

フイリタサの着生帯は潮間帯である。出現期は 2月下旬から 3月中旬で

地域による変化は少なし盛期は 4--5月である。各地域で出現期をみると，

イタンキ (2)で幾分早く 2月下旬であり，陣屋(24)が最も遅く 3月中旬である

が，他の長磯(6)，チャラッナイ (9)，電信浜(14)，絵鞘(19)ではほとんど同じ

時期に葉体が出現しはじめる。

乙れらフイリタサやオオノノりは着生基物が褐藻類，紅藻類及びスガモ

などの植物体lζ限られているため，その生育期間や着生帯なども着生基物(褐

藻類，紅藻類及びスガモ)によって左右される傾向がある。

各種のアマノリの着生帯と消長を各調査地域で比較すると，着生帯の広

いのはスサピノリ，ウップJレイノリ，フイリタサである。ウップJレイノリは

スサピノリに比べ着生帯は上位で幾分狭く，地域によって変化があるが，ス

サピノリの着生帯は地域による変化は少ない。同様に，出現期もウップノレイ

ノリは地域によって変化し，外海に面する地域が早いが，スサピノリは変化

が少ない。他の3種のアマノリは着生帯が狭く，マルパアマノリ?，ホソパ

チシマクロノリは満潮線附近の潮間帯上部lζ，オオノノリは干潮線附近に着

生している。しかし，マルパアマノリ?，ホソパチシマクロノリは着生地域

が一部の地域に限られ，着生状況も悪く，着生面積も少ないなどの乙とから

考えると，室蘭沿岸は乙の2種のアマノリの生育適地でないと考えられる。

各種の消長についてみると，ウップルイノりが最も早く出現し，との種

の出現期の地域による変化は他のアマノリに比べて大きい。ウップルイノリ

の次にはマJレパアマノリ?がチャラッナイ (9)の調査地域に現われる。その

後，スサピノリ，チシマクロノリ，オオノノリが現われ，次に最も遅くフイ

リタサが現われる。スサピノリ，オオノノリ，フイリタサは地域によって出

現期の変化は少なく，特にスサピノリ，オオノノリは各地域でほぼ同じ時期

に出現し，地域による出現期が同じ傾向をもっている。このように出現期の

地域による変化は，着生帯の上限が飛沫帯にあり干出される機会の多いウッ

プJレイノリが大きく，一方，潮間帯から漸深帯にかけて着生し，干出される

乙とが少ないスサピノリ，オオノノリ，フイリタサはその変イじが少ない。各
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種のアマノリのそれぞれの地域における着生盛期は，ウップルイノリは出現

期と同様に地域によって変化があるが，他のアマノりは少なく，スサピノり

は3-4月，オオノノリも 3-4月，フイリタサは幾分遅れて 4-5月である。

ウップルイノリの着生盛期は 12-3月で期聞がかなり長い。消失期の地域に

よる変化は，ウップルイノリは出現期，着生盛期と同様に，その消失期も地

域による変化がみられる。各種のアマノリの地域による生育期聞は，陣屋lζ

着生するスサピノリ，ウップルイノリ，フイりタサが3-4カ月で消失し生育

期聞が陣屋では最も短かい。

Summary 

Ecological study of Porphyra was carried out by the writer on the coas包 of

7 selected stations around Muroran from Apri1 1958 to June 1959. 

From the results of this study， he recognizes the following facts: 
1. 7 species of PO中旬ra，P. suborbiculata prox， P. yezoensi・'s，P. pseudolinearis， 

P. umbilicalis f. lineari・'s，P. onoi and P. variegata are found in this ar伺.
2. Except for the stations of Etomo and Jinya， P. yezoensis and P. pseudolinearis 
are abundantly distributed. Otherwise， the distribution of P. suhorbi・'culataprox. is 
restricted only in Charatsunai，組dP. umbili'calis only in ltanki. 

3. P. onoi and P. vari，司rJatagrow on the other algae and Phyllospadix sp.， 
but the other species grow not only on plan岱 butalso on shells of animals and 

rocks. 

4. The vertical distribution of P. pseudolineari・sis fairly variable under the 

infiuences of some ecological factors (wave action， desiccation and etc.)， and then 

that of P. pseudolinearis changes from the supralittoral zone to the littoral zone in 

回 chstation. On the other hand， that of P. yezoensis is not so much influenced 

with these ecological factors， that is to say， this species occurs constantly between 
the littoral zone and the sublittoral zone in each station. 

5. P. pseudolinearis app飽 rsfrom September to November， and disappears 
from March ωJune in the following y伺 r. Except for this species and P. subor-

bicu必taprox.， the other species appear from January to February， and exist con-

tinuously to June except Jinya. 

6. Growing period of P. yezoensis， P. pseudolinearis and P. variegata is shorter 
in Jinya than in the other 6 s回tions.

参考文献

FELDMANN， 1. (1951): Ecology of marine a1gae in SMITH， Manual of Phycology， 
pp. 313-334. 福原英司 (1958):北海道におけるタロ J1)， POゅhyraokamurai DEDAの
分布について，北水誠月報， 15(的pp.25-33. 一ー一一一:アマノリの附着鶴宮について
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秋田県及び青森県南部沿岸産の海藻目録

加藤君雄h 加藤鉄也料

K. KATO and T. KATO: A list of the marine algae from 
the coast Akita Prefecture and southern 

part of Aomori Prefecture 

日本海沿岸の海藻については，生駒1) 今堀・瀬嵐ペ斎藤ぺ長谷川10)

広瀬2日および野田町らの報文がでて，地域的にはかなり詳細なフロラが判明

している。しかし，秋田県と青森県南部沿岸の海藻については，岡村4)の日

本海藻誌に産地が羽後，陸奥となっているのを若干見受ける程度で，他にま

とまったフロラの貢献はない。

そ乙で筆者らは 1959年以来 10数回にわたって沿岸の各地で採集を行

ない，次にあげる藍藻 1種，緑藻 15種，褐藻 32種および紅藻 55種を明らか

にした。まだ採集は不十分であるが今後の研究の一つの資料を提供する意味

で，乙乙lζ報告する。

なお本研究にあたり，標品の査定Iζ御教示を賜わった，北大の山田幸男，

中村義輝，九大の故瀬川宗吉の三博士に深甚なる謝意を表する。

* 秋田大学学芸学部生物学教室
料秋田県男鹿市椿中学校

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. XL No. 2， August 1963 

-14 -



加藤・加藤:秋田県及び青森県南部沿岸産の海藻目録 曲

Cyanophyceae 藍藻類

Stigonemataceae スチゴネマ科

1. Blachytrichia quoyi BoRN. 

et FLAH. fonna quoyi UME. 

ZAKI アイミドリ

産地:岩館，門前，小砂川

Chlorophyceae 緑藻類

Ulothrichaceae ヒピミドロ干ヰ

2. Ulothrix flacca (DILLWYN) 

THURET ヒピミドロ

産地:門前

Ulvaceae アオサ科

3. Ulva pertusa KJELLMAN 

アナアオサ 産地:深浦，

黒崎，大関越，岩館，戸賀，金

ケ崎，門前，金浦，小砂川

4. Entermorpha prolifera 

(MULLER) J. AGARDH ス

ジアオノリ 産地:岩館

5. Enter明 01アhalinza(L町N孟)

J. AGARDH ウスパアオノ

リ 産地:深浦，黒崎，岩

館，金ケ崎，潮瀬崎，門前，金

浦，小砂川

6. Entermorpha compressa 

(L別NE)GREVILLE ヒラア

オノリ 産地:黒崎，大関

越，門前，小砂川

Cladophoraceae シオグサ科

7. Cladophora densa HARVEY 

アサミドリシオグサ

産地岩館，門前，小砂川

AO門011':1PR 

AKITA PR 

'" 

"/'，¥ 

秋田県及び青森県南部沿岸の海藻採集地点

1.深浦 2.黒崎 3.大関越 4.岩館

5.戸賀 6.金ケ崎 7.門前

8.潮瀬崎 9.金浦 10. 小砂川
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8. Cladophora rudolphiana (.A!砧即日)HARVEY タマリシオグサ

産地:門前

9. Cladophora japonica YAMADA オオシオグサ 産地:大関越，岩館，

問前

10. Chaetomoゅhamoniligera KJE;LLMAN タマジュズモ 摩地:黒崎，

小砂川

11. Chaetomoゆ加crassa(AGARD同KUTZ町G ホソジュズモ 産地:問

前，金浦

Bryopsidaceae ハネモ科

12. Bηlopsis plumosa (Hu悶 N)C. A!砧 RDH ハネモ 産地:深浦，大関

越，金浦，小砂川

13. Bηopsis muscosa LAMou即 IUX ナガホノハネモ 産地:門前

Caulerpaceae イワヅタ科

14. Caulerpa okamurai W. v. Bc:沼恒フサイワヅタ 産地岩館，門前，

潮瀬崎

Codiaceae ミル科

15. Codium adhaerens (C姐臨貼)C..A!砧 RDH ハイミル 産地:岩館，

大関越，門前

16. Codium 斤-agile(SUR別GAR)HA国町ミ Jレ 産地:深浦，黒崎，岩館，

戸賀，門前，潮瀬崎，金浦，小砂川

Phaeophyceae 褐藻類

Dictyotaceae アミジグサ科

17. Dictyota dichotoma (Hu政担N)LAMOUROUX アミジグサ 産地:深

滞，黒崎，大関越，岩館，戸賀，門前，潮瀬崎，金ケ崎，金浦，小砂川

18. Pachydictyon cor由ceum(HOLMES) OKAMURA サナダグサ 産地:

門前，潮瀬崎

19. 争athoglossumpacificum YENIXココモングサ 産地:金浦

20. Dictyopteris undulata (Hou.ms) OKAMU臥シワヤハズ 産地:岩

館，門前

21. Dictyopteris divaricata (OKAMURA) OKAMURA エゾヤハズ 産地:

深浦，黒崎

22. Dictyopteris prolifer・-a(OKAMURA) OKAMURA ヘラヤハズ 産地:

問前
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23. Padina japonica YAMADA オキナウチワ 産地:黒崎，大関越，岩館，

金ケ崎，潮瀬崎，門前

24. Padina crassa Y AMADA コナウミウチワ 産地:深浦，岩館，門前，

金浦，小砂川

25. Padina arborescens HOLMES ウミウチワ 産地:深浦，黒崎，大関越，

岩館，門前，金浦，小砂川

Leathesiaceae ネパリモ科

26. Leathesia difformis (LINl'唾.)AREscHOUG ネパリモ 産地:深浦，岩

館，金ケ崎，門前，小砂川

Chordariaceae ナガマツモ科

27. SphaeT叫 richiadivaricata (.A:砧即日)KYL町イシモヅク 産地:深

浦，大関越

28. Chorda均 .flagelliformis(MUL日同.A:GARDH ナガマツモ 産地:金浦
29. Myriocladia kuromo YEN∞ クロモ 産地:黒崎，大岡越，門前，小

砂川

Ishigeaceae イシグ科

30. Ishige okamurai YEN∞イシゲ 産地:小砂JII

l)esDlarestiaceae ウルシグサ科

31. Desmarestia 1伊 lata(LIGlITF∞r)LAMouRoux ウルシグサ 産地:

深浦，黒崎

32. Desmarestia viridis (MULLER) LAMOUROUX ケウJレシグサ 産地:

深浦，大関越，岩館

Scytosiphonaceae カヤモノリ科

33. Scytosiphon lomentariusι;YNGBYE) J. .A:GARDH カヤモノリ 産地:
深浦，大関越，岩館，門前，小砂川

34. Co，争'omeniasinuosa (ROTH) l)ERBES et SOLIER フクロノリ 産地:

深浦，黒崎，大関越，岩館，門前，潮瀬崎，金浦，小砂川

35. Endarachne binghamiae J. .A:臼 RDH "，，，-r.ノリ 産地:黒崎，岩館，

門前，金浦，小砂川

Chordaceae ツルモ科

36. Chorda filum (LINN孟.)LAMOUROUX ツルモ 産地:深浦，門前

LaDlinariaceae コンプ科

37. Unda巾 pinnatifida但AR四 Y)SURINGAR ワカメ 産地:深滞，黒
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崎，大関越，岩鎗，門前，金ケ崎，潮瀬崎，小砂川

38. Ecklonia stoloni"伽'aOKAMURA ツルアラメ 産地:小砂JII

Sargassaceae ホンダワラ科

39. Cystophyllum sisymbrioides J. AI砧 RDH ジョロモク 産地:深浦，

黒崎，大関越，小砂川

40. Cystophyllum turneri YENOO ヒエモク 産地:宕舘，門前

41. Sargassum piluliferum C. AGARDH マメダワラ 産地:門前，金ケ崎

42. Sargassum horneri (TuRN岡C.AGARDH アカモク 産地:深浦，黒

崎，岩館，門前，潮瓶崎

43. Sargassum serratifolium C. AGARDH ノコギリモク 産地:金浦

44. Sargassum tortile C. AGARDH ヨレモク 産地:深浦，黒崎，大関越，

岩館，門前

45. Sargassum ringgoldianum HARVEY オオパモク 産地:門前，/J、砂JII

46. Sargassumβtlvellum AGARDH ホンダワラ 産地:深浦，黒崎，岩館，

門前，金ケ崎，潮瀬崎，金浦，小砂川

47. Sargassum thunbergii (ゐ住R百 NS)O. KUNTZE ウミトラノオ

産地:深浦，黒崎，大関越，岩館，門前，金ケ崎，潮瀬崎，小砂川

48. Coccophora langsdorfii (TuR即時 GREVILLE スギモク 産地:深浦，

黒崎，門前

Rhodophyceae 紅藻類

Bangiaceae ウシケノリ科

49. Bangia fusco・戸4ゆurea(DILLWYN) LYNGBYE ウシケノリ 産地:門

前，金浦，小砂川

50. POゆhyrapsuedolin印 risUEDA ウップルイノリ 産地:門前

Helminthocladiaceae ベニモズク科

51. Nemalion vermiculare SURINGAR ウミゾウメン 産地:黒崎，戸賀，

金浦，小砂川

Gelidiaceae テングサ科

52. Gelidium amansii LAMOUROUX マクサ 産地:深浦，岩館，金ケ崎，

門前，金浦，小砂川

53. Gelidium vagum OKAMURA ヨレクサ 産地:岩館

54. Pterocladia tenuis OKAMURA オパクサ 産地:岩館，門前，金浦，

小砂川
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Dumontiaceae リュウモンソウ科

55. N eodilsea yendoana TOKIDA アカパ 産地:門前

Rhizophyllidaceae ナミノハナ科

56. Chondrococcus hornemanni (MERTENS) ScHMITZ ホソパナミノハナ

産地宕館，門前，小砂川

Corallinaceae サンゴモ干ヰ

57. Amphiroa dilatata LAMOUROUX カニノテ 産地岩館，門前

58. Corallina pilulifera PO:田'E凶etR田 R配町 ピリヒノf 産地:小砂JII

Grateloupiaceae ムカデノリ科

59. GratelouPia filicina (WUI..F町)].AG組問ムカデノリ 産地:黒崎，

岩館，門前，小砂川

60. GratelouPia divaricata OKAMURA カタノリ 産地:大関越，岩館，

門前，小砂川

61. Grateloupia okamurai Y AMADA キョウノヒモ 産地:深浦，門前

62. GratelouPia elliptica HOLMES タンパノリ 産地:小砂111

63. GratelouPia turuturu Y品目DA ツJレツjレ 産地:深浦，大関越，岩館

64. Carpopeltis affinis (HARVEY) OKAMURA マツノリ 産地:黒崎

Gloiosiphoniaceae イトフノリ科

65. Gloios争honiacapillaris (HUDSON) CARMICHAEL イトフノリ

産地金浦

Endocladiaceae フノリ科

66. Gloiopeltis furcata POSTELS et RUPRECHT フクロフノリ 産地:門前

Nemastomaceae ヒカグノイト科

67. Nemastoma nakamurae YENDO ヒカグノイト 産地:潮瀬崎パl、砂111

Plocamiaceae ユカリ科

68. Plocamium telfairiae HARVEY ユカリ 産地:小砂111

Hypneaceae イバラノリ科

69. Hypnea charoides LAMOUROUX イノぜラノリ 産地:深浦，岩館，門前，

小砂川

Sphaerococcaceae キジノオ科

70. Caulacanthus okamurai YAMADA イソダンツウ 産地:門前

Gracilariaceae オゴノリ科
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71. Gracilaria VeT刈 cosa但UD釦 N)PAPEr司E"USS オゴノリ 産地岩館，

門前

72. Gracilarza compressa (.A!砧即日)GREVILLE シラモ 産地:黒崎，大

関越，金ケ崎

73. Gracilaria te.xtorii SUR凹GAR カパノリ

門前，小砂川

産地:深浦，黒崎，岩館，

Phyllophoraceae オキツノリ科

74. Gymnogongrus flabelliformis HARVEY オキツノリ

岩館，金ケ崎.，j、砂川
Gigartinaceae スギノリ科

産地:深浦，

75. Gigartina tenella HARVEY スギノリ 産地告館，小砂JII

76. Chondrus ocellatus HOLMES ツノマタ 摩地:深浦，黒崎，大関越，

岩館，門前，金浦，小砂川

77. Chondrus elatus HOLMES コトジツノマタ 産地:岩鎗

Rhodymeniaceae ダルス科

78. Rhodymenia intricata (OKAMURA) OKAMURA マサゴシパリ

露地:金ケ崎

Champiaceae ワツナギソウ科

79. Lomentarz'a catenata HARVEY フシツナギ 産地:深浦，黒崎，岩館，

門前，小砂川

80. Lomentaria hakodatensis Y副∞ コスジフシツナギ 産地:門前，

金ケ崎，小砂川

81. ChamPia parvula (AGARDH) J. AGARDH ワツナギソウ 産地:深

浦，黒崎，岩鍍，門前，金ケ崎，小砂川

Ceramiaceae イギス科

82. Monospora tenuis OKAMURA キヌググサ 産地:岩館

83. Wrangelia argus MONTAG阻ランゲリア 産地:小砂111

84. Ptilota pectinata (GRUNOW) KJELLMAN クシペニヒノ守 産地:岩館，

門前

85. Ceramium japonicum OKAMURA ハネイギス 産地:黒崎

86. Ceramium kondoi YENDO emend. NAKAMURA イギス 産地:深浦，

岩館，門前，小砂川

87. Ceramium tenerrzmum (MART凹 s)OKAMURA ケイギス 産地:
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小砂川

88. Ceramium boydenii GEPP アミクサ 産地:大閥越

89. Campylaゅhorahy仰 aeoidesJ. AGARDH エゴノリ 産地:黒崎，岩

館，門前，金ケ崎

90. Centroceras clavulatus (A:砧即日)MONTAGNE トグイギス 産地:

深浦，黒崎，岩館，潮瀬崎，門前，小砂川

Delesseriaceae コノハノリ科

91. Acrosorium yendoi Y AMADA ハイウスパノリ 産地金浦，小砂川

Dasyaceae ダジア科

92. Heteros争honiajaponica YEN∞イソハギ 産地:門前

93. Dasya villosa HARVEY ケプカダジア 産地:深浦，黒崎，岩館，門前，

小砂川

Rhodomelaceae フジマツモ科

94. Polysiphonia japonica HARVEY キプリイトクサ 産地金浦

95. Chondria dasyphylla (W∞DWARD) C. AGARDH ヤナギノリ

産地:門前

96. Chondria crassicaulis HARV町ユナ 産地:深浦，黒崎，大関越，岩

館，門前，小砂川

97. Laurencia niPponica Y AMADA ウラソゾ

98. Laurencia glandulifera KUTZING オオソゾ

小砂川

産地:深浦

産地:黒崎，門前，金浦，

99. Laurenc匂 compositaY AMADA キクソゾ 産地:深浦

100. Symphyocladia latiuscula (HAR百 Y)YAMADA イソムラサキ

産地:門前

101. Symphyocladia linearis (OKAMURA) F ALKENBERG ホソコザネモ

産地:黒崎

102. Leveillea jungermannioides (MART聞 set HERING) HARVEY ジャパ

ラノリ 産地:金浦

103. Rhodomela larix (TuRNER) C. AGARDH フジマツモ 産地:岩館

文献

1. IKOMA， Y. (1956): Marine algae from the coast of Japan S飽 insouthern Hon-
shu (from Noto to Nagato)， Japan 1. Sci. Rep. Liberal Arts Department， Tottori 

University Nat. Sci. 7. 2.今堀宏三・瀬嵐哲夫 (1955):飽登地方海議回線 1-3，北陸の

- 21ー



70 藻類第11巻策2号悶和38年8月

植物 IV，1-3. 3.岡村金太郎 (1902):日本務類名集. 4.一一一一 (1936):日本海潟諒.
5.川島昭二 (1954):岩手県沿岸産海斑目録1.緑斑類及び褐藻類，藻類 II，3. 6.一一一一
(1955) :岩手県沿岸産海藻目録 II.紅潔類，藻類 III，2. 7.一一一一ぺ1957):東北地方産
海藻雑記 (1)藻類 V，2. 8.川端清策 (1959):尻岸内臨海実験所近海産海演目録(第1報)，

北海道学芸大学紀要 10，2. 9.斎藤譲 (1956):越後能生及び附近沿岸産海藻目録，北海道

大学水産学部研究袋報1. 10. HASEGAWA， Y. (1949): A list of the marine Algae from 

Okushiri Island， Sci. Rep. Hokkaido Fish. Sci. Inst. 3. 11.広瀬弘幸 (1958):但馬産

海藻目録(予報)，兵庫生物 3，4. 12. NODA， M. (1960): On the marine flora of 
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藍藻類属名検索表

梅崎 勇後

1. UMEZAKI: Key to the genera of Cyanophyta 

藍藻類の命名の出発点は国際植物命名規約によれば(第3章第3節第22

条)，連鎖体目のネンジュモ亜日 [BORNET& FLAHAULTο886， p. 325)のNo-

stocacees heterocyst白s]はBoRNET& FLAHAULT (Revision des Nostocacees 

heterocystees， Ann. Sci. Nat. Bot.， VII， 3 : 323-381， 1886; 4 : 343-373， 1886; 

5: 51-129， 1887; 7: 177-262， 1888)に，ユレモ亜目[Bom恒 T& FLAHAULT 

(1886， p. 325)の Nostocaceeshomocystees]は GOl¥回NT(Monographie des 

Oscillariees， Ann. Sci. Nat. Bot.， VII， 15 : 263-368， 1892 ; 16 : 91-264， 1892) 

に，小球体目は LINNAEUS(Species Plantarum， 1st ed.， 1 May 1753)に基づく

乙とになっている。

小球体自の分類は LINNAEUS以後，多数の種類が発表され，極めて複雑

になり，混乱した状態にあった。それで， DESlKACHARY (Cyanophyta， 1959， 

p.84)は LEMMERMANN(Algen 1 in Kryptogamenfl. d. Mark Brandenburg， 

1910)の分類を， その命名出発点とする乙とを提案した。 ところが最近，

DROUET & DAIL Y (Revision of the coccoid Myxophyce民 ButlerUniv. Bot. 

Stud. 12 : 1-218， 1956)は莫大なる数lζ上る，それら基準標本を再検討した分

* 京都大学農学部水産学教室
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類研究を発表した。乙乙において，乙の自に関しては， DROUET & DAILYの

分類に従うのは，最も妥当である。

藍藻類は，細胞分裂中鞘物質によって互いに完全に分離される球形細胞

をもっ群と，細胞聞は互いに直接接着し，細胞膜によってのみ仕切られてい

る糸状をなす群とに分類される (DROUET，Cyanophyta in SMITH， Manual of 

Phycology， 1951， p.160)。乙乙では， DROUETの定義に従い，藍藻類を2群

に区別し，前者を小球体目 (Chroococcales)，後者を連鎖体目 (Oscillatoriales)

として 2自に分類した。

Bo恥司I::T& FLAHAULT (1886， p. 325)は，連鎖体目を2群lと分類し，下記
の如く定義した。即ち， トリコームの全細胞が同じ機能をもち，無限に分裂

する能力をもっ群 (Nostocaceeshomocystees)と，或細胞が異質細胞か，ま

たは毛状体に発達し， それらは引続いて分裂をなさない群 (Nostocacees 

heterocystees)である。乙乙では，連鎖体目を2亜日i乙分類し，前者をユレモ

亜目 (Oscillatorineae)，後者をネンジュモE目(Nostochineae)とした (SMITH，

Fresh-Water Algae of the United States， 2nd ed.， 1950， p. 573，581; UMEZA-

KI， The marine blue-green algae of Japan， Mem. Coll. Agr.， Kyoto Univ.， 

vol. 83， p. 22， 76， 1961)。

上述の如しととでは，藍藻類を2自に分類し，小球体目は DROUET&

DAILY (1956)の;連鎖体目のうち，ユレモ亜目はGoMONT(1892)の，ネンジ

ユモ車目はBo悶目、&FLAHAULT (1886-'8紛の分類l乙従った。

藍藻植物門 (Cyanophyta) 

藍藻類 (Cyanophyceae)

藍藻類は地球上の全地域に，広く分布する。その植物体の多くは，藍色

で，顕微鏡的大きさ，または粘質の団塊である。体構造は簡単で，球形の単

細胞または 1列細胞よりなるか，またはその変形したものである。クロロフ

イJレa，fJ-カロチン，ミキソキサンチン，ミキソキサントフイ JV，およびフイ

コピリンの類として c-フイコシアニン c-フィコエリトリン等の色素をも

っ。それら色素は，一定の色素体内に存在する乙となく，細胞の周辺部に拡

散している。光合成によって，藍藻澱粉がつくられる。分化した核をもたな

し核膜および仁をもたない。細胞分裂は櫨れる乙とによって起る。鞭毛を

もっ生殖細胞がなく，有性生殖は知られていない。主として，植物体の切断

によって，無性的に繁殖する。ある種類は他の植物と共生し，またある種類
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は空中窒索を固定する。

属の検索

1 a 植物体は単細胞，または多細胞，粘鞘内に規則的に，または不規則iζ

配列する，多くは球形細胞よりなる;細胞は分裂中に鞘物質によって

互いに完全に分離される;繁殖は植物体の切断，または内生胞子によ

るH ・H ・小球体目 (Chroococcales)…・ H ・H ・..… H ・H ・...・ H ・H ・.....・ H ・-….2 

1b 植物体は多細胞にして糸状 1列または数列の細胞(トリコ戸ム)，ま

たはそれより分泌された鞘で包まれた糸状体よりなる;細胞聞は互い

に直接接着し，細胞膜によってのみ仕切られる;トリコ F ムのある細

胞はときどき異質細臨，または胞子に変成し，または毛状体に発達す

る;繁殖は連鎖体，または胞子による……連鎖体目 (Oscillatoriales)

・・・・・10

2 a(1) 植物体は大凡同じ大きさの，細胞よりなる;細胞は等大の2娘細胞

に分割される;繁殖は植物体の切断による H ・H ・クロオコックス科

(Chroococcaceae) ..・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・..… 4

2b 少なくとも植物体の基部の細胞は，不等大の娘細胞に分割される… 3

3 a(2) 植物体は種々な底質上lζ着生し，またはその内部に穿入する。最初

は単細胞である;細胞は分裂して放射状に配列する座蒲団状植物体に

なる。その基部の細胞はしばしばその底質内へ穿入し糸状となる;繁

殖は主として内生胞子，および植物体の切断による…...・H ・..カマエシ

フォン科 (Chamaesiphonaceae)ーエントフィサリス属 (Entophysalis)

3b 植物体は常に単独にしてその基部で水生植物上に着生する。最初は単

細胞で，その鞘内でおのおの分裂し 1列細胞となる;繁殖は植物体の

粘鞘が水溶化し，内部の各細胞が分散するととによる……クラスチジ

ユ戸ム科 (Clastidiaceae)・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...… H ・H ・......・ H ・..9 

4 a(2) 細胞は分裂前は卵円形または円筒形で，その幅より長い。長軸lζ直

角なる面で分割される H ・H ・...・H ・.....コッコクロリス属 (Coccochloris)

4b 細胞は分裂前は球形，卵円形，円筒形，または洋梨形で，長軸に直角

なる面で分割されるととはない…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・...5

5 a(4) 細胞は互いに直角化走る 3面で分割される…...・H ・..…...・H ・...

アイアオコ属 (Anacystis)

5b 細胞は互いに直角に走る 1または2面で分割される・ H ・H ・.....・ H ・..… 6
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6 a(5) 植物体は 1列細胞よりなり，糸状である;細胞は 1面で分割される

...・H ・..…アイリボン属(ゐhannesbapti・'stia)

6b 植物体は属平または曲った板状，または球形である;細胞は互いに直

角なる 2面で分割される H ・H ・...・H ・.....・H ・....・ H ・...… H ・H ・...・ H ・..…… 7

7 a(6) 植物体は球形または卵円形である・ H ・H ・..…・・

・アイノタマ属 (Gomphosphaer匂)

7b 植物体は扇平または曲った板状である・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…・ H ・H ・..8

8 a(7) 細胞は球形，卵円形，または円筒形で，規則的に互いに組合わされ

た列をなして配列する・ H ・H ・.....・ H ・..…アイノゴノメ属 (Agmenellum)

8b 細胞は卵円形または円筒形で，不規則に配列する…… H ・H ・...・ H ・-

ミクロクロキス属 (Microcrocis)

9 a(3) 植物体の頂部にその鞘が伸長して出来た毛状体をもっ・ H ・H ・.....・ H ・..

・・クラスチジユ F ム属 (Clastidium)

9b 植物体の頂部は丸い・ H ・H ・..…...・ H ・-・スチコシフォン属 (Stichosiphon)

10 a(1) トリコームは 1列細胞よりなり，分岐しない;トリコームの全細胞

はほぼ同じ形または同じ機能をもち，また同じ分裂能力をもち続ける。

それらは毛状細胞または異質細胞に発達する乙とがない;繁殖は連鎖

体による……ユレモE目(Oscillatorineae)ーユレモ科(Oscillatoriaceae)

・・・11

10 b トリコームは1列または多列細胞よりなり，分岐しまたは分岐しな

い;トリコームのある細胞はときどき毛状細胞，または異質細胞に発

達する。しかしそれらはそれ以後の発達を停止する。またある細胞は

臨子に発達する;繁殖は連鎖体または胞子による……ネンジュモ亜日

(Nostochineae) ...・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..25

11 a(10)トリコ F ムは鞘によって包まれ，鞘中iζ2個以上 (Porphyrosiphon

を除く)存在する;鞘は多くの種類では有色である……多糸鞘連

(Vaginarieae) .・…・......…-…・...・ H ・..・…・・・…・・...・ H ・H ・H ・...・ H ・-…・・・…12

11b トリコームは鞘で包まれるか，その鞘の一部または全部が完全に水溶

化しているか，または全然鞘をもたない;鞘のある場合は常に 1個の

トリコ F ムをもっ;鞘の多くは無色である……単糸鞘連 (Lyngbyeae)

・・・・・・・・18

12 a(ll)トリコ戸ムは鞘中!C:1-数個， 稀にそれより多く，多少互いにゆる
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く存在する;鞘は多くの種類では有色で，ときどき層状をなす……13

12 b トリコ戸ムは鞘中lζ多数存在し，多くは密に集合する;鞘は常に無色

層状をなさない…………...・ H ・..……...・ H ・..……………………………16

13 a(12)鞘は堅く， 層状をなす;トリコ戸ムは鞘中に 1-数個存在する…14

13 b 鞘は一般に粘質，ときどき水溶化する;トリコームは鞘中に数個，ま

たはそれ以上存在する・H ・H ・..…………………………...・H ・..…………15

14 a(13)トリコ戸ムは鞘中に 1個，稀l乙2個存在する;糸状体は分岐しない

….....・H ・...・H ・-ムラサキクダモ属 (P01アhyros争hon)

14 b トリコ戸ムは鞘Iゃに，その頂部を除き数個存在する;糸状体は分岐す

る…………………...・ H ・..…...・ H ・..… エダウチクダモ属 (Schizothrix)

15 a(13)鞘は広く，極めて粘質lとして水溶化することがある，無色または暗

黄色である;トリコ戸ムは鞘中l乙極めてゆるく存在する・・

・フトサヤ属 (Dasygloea)

15 b 鞘は狭く，または多少広い，やや粘質，無色，ときどき水溶化する;

トリコ戸ムは鞘中にゆるく存在する…・オオナワモ属(均，droco仇 m)
16 a(12)植物体は球形である;トリコ戸ムは鞘中で不規則lζ屈曲し，互いに

ゆるく不規則に存在する…...・H ・..……………ヨネダモ属(Yonedaella) 

16 b 植物体は糸状である;トリコ戸ムは真直ぐで，鞘中に密に存在する…

・・・・17

17 a(16)糸状体は偽2叉状に分岐する;鞘は堅く，水溶化する乙とがない…

…...・H ・..…エダウチナワモ属 (Sirocol，側 m)

17 b 糸状体は分岐することなく，または僅かに分岐する;鞘は多少粘質，

しばしば水溶化する…...・ H ・..…...・ H ・..…… コナワモ属 (Microcoleus)

18 a(l1)糸状休は単一，または偽分岐をなす;鞘は竪く，普通は無色，稀lと

褐色lとなる;トリコームの端部は真直ぐか，または螺旋状をなす……

クダモ亜連 (Lyngbyinae)....・H ・-… H ・H ・...・H ・..…・…・・…・…..……-…..19

18 b 糸状休は単一にして，分岐する乙とはない;鞘は薄く，常に無色，稀

lζ有色，粘質，または多少水溶化する，多くの種類では鞘をもたない

か，または明らかでない;トリコームは真直ぐか，端部で曲り，また

は全長にわたって螺旋状lζ捲れる……ユレモ亜連(Oscillarinae)……21

19 a(18)糸状体はよく偽分岐をなし，普通対分岐をなす………

・・プレクトネマ属 (Plectonema)
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19 b 糸状体は偽分岐をなす乙となく， または僅かに分岐 し，普通単分l肢を

なす・・・・・・・・.. • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .・田a・・・・・・・..........・・・・・.20

20 a(19)糸状体は単独か，羊毛状，フエノレ卜状， または芝生状植物体を形成

する 一…-一…ー・・・・…一回a・・…・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ クダモ属 (Lyngbyα)

20 b 糸状体は束状に集合し， しば しば分岐する植物体を形成する，その基

部は筒旬し，上部は直立する………・・・・・・… タパクダモ属 (Symploca)

21 a(18) トリコ ームは薄い鞘をもつか，その一部または全部が水溶化してい

る・・・・田・・・ ー…- ・・・・・・・・・……・・・…… ナガレク ダモ属 (Phonnidium)

21 b トリコームは鞘をもたないか，またはそれは明らかでない… ......22 

22 a(21)トリコ ームは真直ぐか，またはその端部が不規則に螺旋状lζ曲る一

...23 

22 b トリコームは全長を通じて，ゆるく または密lζ螺旋状lζ捲れる・一...24

23 a(22)トリ コー ムは束状またはイガ栗状に集会して， 自由lζ浮遊する ・・・ー

アイアカシオ属 (Skujaellα)

23 b トリコームは来状またはイガ栗状に集合するととがない…….....

ユレモ属 (05κCαiUμαtω07η画1ゴZ，βα

24 a(ρ22幻) 卜リコ {ムの隔壁は明らかである.一….一. フシラセンモ属 (Arthr05Pira)

24 b トリコ ームの隔壁は明らかでない・ ・・…… ラセンモ属(5;ρirulinα)

25 a(10)トリ コームは分岐をなさない・・・…ネンジュモ科 (Nostocaceae)ーー28

25 b トリコームは普通分岐をなす ……・・・・一一・・・・…・・・一-…・ ・… ..26 

26 a(25)植物体は情j包]系と直立系の異形椛迭をなす;糸状体は主として真分

岐をなす・..ースチゴネマ科 (Stigonematacea巴)……・・一一 …......48 

26 b 植物体は異形構造をなさない ，糸状体は偽分岐をなす…ー・……ー・・・・27

27 a(26)トリ コー ムは全長にわたって同径か，または頂部で僅かに細く なる

が，毛状体lζ終る ζとはない……スキトネマ科 (Scytonemataceae)

....38 

27 b トリ コームは基部から頂部へ，または中部から両端へ細くなり，毛状

体lζ終る・・・ー・ ヒグモ科 (Rivulariac巴ae) … 一一・… ・ー・ ・…......42

28 a(25)トリコ ームは鞘をもたないか，存在しでも多くは水溶化している-

・・・・・・・・29

28 b トリ コー ムは明らかなる鞘をもっ・・・………・・・・・・…・・・…・・・・・・……・・・・・・36

29 a(28)植物体は普通珪藻細胞中に内生する………… リケリア属 (Richelia)
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29 b 植物体は珪藻細胞中に内生するととがないH ・H ・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..30

30 a(29)異質細胞をもたないか，稀にそれをもっ;トリコームの端部は刺状

に尖る・H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・...トゲアナベナ属 (Raphidiopsis)

30 b 異質細胞を常にもつ;トリコームの端部は細くなることなく，または

ときどき細くなるが，決して刺状に尖ることはない…………………31

31 a(30)異質細胞は常に対をなす……H ・H ・ニセアナベナ属 (Anabaenoρsis)

31 b 異質細胞は常に l個か，または 2個以上連接するが対をなすことがな
・・・32

32 a(31)異質細胞は常に端部で，それに隣接して大きい胞子をもっ・ H ・H ・-

アイノツリガネ属 (Cylindrospermum)

32 b 異質細胞は稀lζ端部で，一般に介在する……...・H ・..…...・H ・..………33

33 a(32)トリコ F ムの端部細胞は細長くなり尖る……・

アファニゾメノン属 (Aphanizomenon)

33 b トリコ戸ムの端部細胞は細くなる乙とがない…………………………34

34 a(33)トリコ戸ムは単独，または不定粘鞘中lζ集まる………………………

...・H ・アナベナ属 (Anabaena)

34 b トリコームは一般に一定の大きい粘質体内に存在する…...・H ・..……35

35 a(34)植物体は指状で，最初は着生する;糸状体は互いに平行に並ぶ……

フクロアナベナ属 (Wollea)

35 b 植物体は他の形をなす;糸状体は互いに不規則に錯綜する・H ・H ・..……

………ネンジュモ属 (Nostoc)

36 a(28)鞘中に数個のトリコ戸ムをもっ……ヒドロコリネ属 (Hydrocoryne)

36 b 鞘中に1個のトリコームをもっ………...・ H ・..…………...・ H ・..………37

37 a(36)植物体は単独の糸状休または僅かに集合した粘質塊である……・

・ノズラリア属 (Nodularia)

37 b 植物体は多数の糸状体が集合した粘質の束状または層状である H ・H ・-

タダレノリ属 (Hormothamnionl

38 a(27)植物体の全栄養細胞が最後には厚膜の胞子に変成する…

・・アウロシーラ属 (Aulosira)

38 b 胞子がないか，または植物体の栄養細胞の一部が胞子になる………39

39 a(38)トリコ戸ムが共通の鞘中lζ数個存在する;糸状体の上部は偽2叉状
l乙分岐する…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.. デスモネマ属 (Desmonema)
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39 b トリコームは鞘中lζ1個存在する…・…....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・....・ H ・..…40

40 a(39)偽分岐の多くは対をなす… H ・H ・.....・ H ・-・・スキトネマ属 (Scytonema)

40 b 偽分岐は単一である(異質細胞の隣から発出する)か，または分岐をな

さない……………………………………………………H ・H ・……………41

41 a(40)糸状体は長く，繰り返し偽分岐をなし，分岐した校はそれより離れ

ず永存する……...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..トリポスリックス属 (Tolypothrix) 

41 b 糸状体は短く，分岐した枝はそれより離れて独立する...・H ・..…...・H ・..

フレミモ属 (Fremyella)

42 a(2η 植物体は基部の多細胞層と，それより直立する上部の糸状体とに分

化している;異質細胞をもたない…ダイツキヒグモ属 (Amphithri.x)

42 b 植物体は上のような異形構造をなさない;異質細胞を常にもつ(ただ

し，Calothrix julianaを除く)………………………...・ H ・H ・H ・..……43

43 a 植物体は単独の糸状体か，または糸状体が共通の鞘中に集合して 2

叉状または散房状lζ分岐をなす・・・・・・・・ H ・H ・..・・・・・…・・・……・…・・… H ・H ・44

43 b 植物体は扇平皮革状，円形または半円形である...・ H ・..…...・ H ・H ・H ・..46

44 a(43)糸状体は単一，または僅かに偽分岐をなす;分岐した糸状体はおの

おの分離している...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..イトヒグモ属 (Calothrix)

44 b 糸状体は繰り返し偽分岐をなし，共通の鞘中lと包まれる……...・H ・..45

45 a(44)糸状体の基部のみ共通の鞘中にゆるく集合して包まれ，その数は少

ない………...・ H ・..………...・ H ・..…...・ H ・..…エダヒゲモ属 (Dichothrix)

45 b 全部の糸状体が共通の鞘中l乙密l乙集合して包まれる…

オオヒグソウ属 (Gardnerula)

46 a(43)植物体は扇平皮革状に広がる;糸状体は互いに平行に密に直立する

日イワノアヂ属 (Isactis)

46 b 植物体は半円形または球形である;糸状体は放射状に配列する……47

47 a(46)胞子がしばしば形成される…・H ・H ・..…タマヒゲモ属 (Gloeotrichia)

47 b 胞子が形成されない……………………………… ヒゲモ属 (Rivularia)

48 a(26)異質細胞をもたない H ・H ・...・ H ・H ・H ・..ロエフグレニア属 (L四危renia)

48 b 異質細胞をもっ………...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……………...・ H ・..……49

49 a(48)鞘は明瞭で堅い...・ H ・..……...・ H ・..…...・ H ・..………...・ H ・..…………50

49 b 鞘は互いに融合して粘質不定形の団塊，または堅い周平の植物体を形

成する….....・H ・...……..........・H ・-……….........………・・…・……・…..55
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50 a(49)糸状体は真直ぐに互いに平行に成長して，枕状植物体を形成する;

糸状体は 1列細胞よりなるトリコ戸ムをもっ…

…...・H ・.....・H ・... カプソシラ属 (Capsosira)

50b 糸状体は単独または互いに錯綜するが，枕状植物体を形成する乙とは

ない;糸状体は1列または数列細臨のトリコ戸ムをもっ・H ・H ・..……51

51 a(50)トリコ戸ムは一様に1列細胞よりなる H ・H ・...・H ・.......・H ・...・H ・..…54

51 b 多くの糸状体のトリコ戸ムは2列以上の細胞よりなる H ・H ・…...・H ・..54

52 a(51)異質細胞は端部または側部である;糸状体の端部はときどき毛状体

に終る;植物体は普通軟体動物の貝殻中iζ穿入する・H ・H ・..…...・H ・..…

カイツキアイモ属 (Mastigocoleus)

52b 異質細胞は介在する;糸状体の端部は毛状体に終るととはないH ・H ・53

53 a(52)糸状体は y-分岐をなす;植物体は普通温泉水中に生育する・H ・H ・..

...・H ・イデユアイミドリ属 (Mastigocladus)

53 b 糸状体は y-分岐をなさない;植物体は主として淡水中lζ，または温

泉水中lζ生育する H ・H ・...・H ・....・H ・ハパロシフォン属 (Hapalosiphon)

54 a(51)異質細胞は一般に側部，ときどき介在する;小枝は主枝の全面から

発出し，ほぽ主枝と同径である。ときどき小枝の先端に連鎖体を生ず

る・H ・H ・....・H ・.....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・......・H ・-スチゴネマ属 (St信'onema)

54 b 異質細胞は介在，または側部に形成される;小枝は主枝に属生し，主

枝より細く，真直ぐである;小枝の頂部に連鎖体を生ずる…H ・H ・...

・フイッシヤ戸アイミドリ属 (Fischerella)

55 a(49)異質細胞は主として側部に形成され，短柄をもっ;トリコ戸ムの端

部は毛状体に終るととはない...・H ・.. ニセネンジュモ属 (Nostocopsis)

55 b 異質細胞は介在する;トリコ F ムの端部は毛状体に終る…...・H ・..…56

56 a(55)成熟した植物体は軟骨質中空である;糸状体はスキトネマ状， y-分

岐，または側部分岐をなす;鞘は一般に水溶化している・H ・H ・.....・H ・.. 

...・H ・...アイミドリ属 (Brachytrichia)

56 b 植物体は常に堅固にして肩平である;糸状体は Vー分岐をなす;鞘は

明らかである・H ・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.. イワソメアイモ属 (Kyrtuthrix)

稿を終るに際し，本研究l乙対し有益なる御助言をして下された米国勇一

先生に謝意を表します。
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海藻の細胞学的研究法 (II)

西林長朗h 猪野俊平脅

T. NISHIBAYASHI and S. INOH: Methods in cytological 
studies of marine algae (II) 

(B)固定後の処理法

a) 脱水およびパラフィン誘導

前報lζ列記したいずれかの固定液の中iζ，材料を適当な時間浸した後は

材料をパラフィン中に埋没するためアルコールを用いて脱水する。脱水に先

立って，材料は漉過海水で洗わなければならない。乙の操作は固定液の色が

残らなくなるまで充分に行なう。普通， 10分毎lζ5回ぐらい海水をとりかえ

てたりる場合が多い。乙の後の脱水の方法は，海藻の生育環境の性質上，陸

上植物の場合とはかなり異なっている。原形質の急激な変化を防ぐために，

脱水と同時に海水から淡水に徐々に移すように配慮した，次のような手)1買を

とらなければならない。

(1) 漉過海水による水洗

(2) 海水90∞+95%アルコ戸Jレ10∞...・H ・..30分

(3 )海水80cc+95%アルコ-)レ20cc・H ・H ・..30分

(4) 海水70cc+95%アルコ F ル30∞....・H ・.30分

(5 ) 海水40cc+蒸溜水20cc+95%アルコール40cc・H ・H ・..40分-1時間

( 6) 海水20cc+蒸溜水40cc+95%アルコ戸Jレ40cc・H ・H ・..40分-1時間

(7) 50%アルコ-)レ・H ・H ・..3-10時間

(8) 70%アルコ戸Jレ・H ・H ・..3-24時間(との液lと浸して材料を保存しでも

変質しない。)

(9) 85%アルコ-)レH ・H ・...3-12時間

(10) 95%アルコ-)レ・H ・H ・..3-12時間

(11) 無水アルコ戸Jレ1.II・H ・-….24時間

(12) クロロホルム1Occ+無水アルコール30cc 1 
JH・H・...1時間ずつ

(13) クロロホルム 20cc+無水アルコ-)レ20cc 1 

ホ岡山大学理学部生物学教室
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(14) クロロホノレム30cc+無水アノレコーJレ10cc......…1時間

(15) 純ク ロロホノレム 1. II………1~1.5 I時間

無水アノレコ{ノレおよびク ロロホ jレムの中1(，材料を乙れ以上長く入れて

おくと，材料は硬くなって結果が悪い。上の各操作が終ると，次は固定瓶中

のク ロロ ホノレムの量を少なく して， その上lζ融点 420C ぐらいの軟パラフ イ

ンの国まりを削ったパラフィン末を入れて，栓をしてしばらく放置する。次

いで栓をしたまま定温器に入れ，数時間後lζ栓を取ってク ロロ ホノレムを追い

出す。 l飲ノfラフ ィンcl:JI(クロ ロホJレムがなくなった頃lζ 欧ノマラフィンは副!

点 52~560C の硬パラフィンと置きかえる。できたノマラフィン ・ ケ ー キは ， ミ

ク ロトー ムで厚さ 5~7μ の切片 と する。切片は Myers の卵白液で，スライ

ド・グラスlζ貼着後， 2， 3日間乾燥して染色， !J)b.kを行ない永久プレパラート

とする。

海藻を採集後，海浜で直ちに処理すべき操作は，上記の操作のうち，70%

アJレコーノレまでの脱水の操作である。薬品の購入の不便な旅行先で固定をす

るH寺には，脱水の操作lと第 1図lζ示すような二重大型固定瓶を使用するのが

便利である。これは 7*の大型回定瓶(直径 5cm，高さ 10cm)を用意し，これ

に上K記した (2)~(8) の種々の濃度のアル コー Jレ液をあらかじめ入れておく。

乙の瓶のコノレク栓の下面中央K直荏 2cm ぐらいの円筒状の突出部を作り，

硝子管 Aの栓lζ適するようにする。乙の硝子管 (直径2cm，高さ 4cm)の一

端にガ戸ゼを結び付け，乙のrt!(固定材料を入れる。液をみたした大型固定

瓶 B1(， 固定材料を入れた硝子管Aを揃入し，一定時開放置後，1尚子管A

をコノレク栓とともに，次lζ濃いアノレコーノレ液を入れた大型固定瓶に移し，)煩

第1図

脱水用大型固定瓶

第2図 固定周辺搬箱
績は 3段になっていて， 下

段lζは固定液，中段ICは固

定瓶，上段ICは笑験探具を

入れる。
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次乙の方法をくり返えして， 70%アルコールまで脱水する。乙のような大型

固定瓶，固定液，多数の固定瓶を運ぶ場合には，第2図の写真のような固定

用運搬箱を作って用いると便利で安全である。

(b)染色

染色はハイデンハイン氏の鉄明馨へマトキシリンを用いるのが最もよ

い。その方法を表示すると次のようである。

(1) キシロ戸Jレ・H ・H ・..30分-3時間(パラフィン溶除)

(2) キシロール・アルコ -Jレ・H ・H ・..15分

(3 ) 無水アルコール l 

(4) 95%アルコ -Jレ l 
(5) 85%アルコール ~1O分ずつ

(6) 70%アルコール l 

(7) 50%アルコ-)レ J 

(8) 水洗...・H ・..30分-1時間

(9) 10%過酸化水素水・H ・H ・..24-48時間(オスミック酸で黒変した材料を

漂白する操作で，オスミック酸を含まない固定液を使用した時は省略

する。)

(10) 水洗・H ・H ・..30分-1時間

(11) 4%鉄明磐水溶液(媒染剤)..・H ・...3-20時間

(12) 水洗...・H ・..1時間

(13) 0.5%へマトキシリン水溶液・H ・H ・..2-15時間

(14) 水洗...・H ・..1時間

(15) 3%鉄明馨水溶液(分染)..・H ・-・・数分(検鏡しながら行なう。フレ戸ミン

グ系統の固定液を用いた時は，脱色が速いから注意を要する。)

(16) 水洗H ・H ・...4-15時間

(17) 50%アルコール 1 

(18) 70%アJレコ-)レ l 
}各15分

(19) 85%アJレコ-)レ | 

(20) 95%アJレコ戸Jレ j 

(21) 無水アルコールI・II………2-3時間

但2) キシロール・アルコール・H ・H ・..30分

(23) キシロ戸Jレ・H ・H ・..2-3時間
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(24) カナダパJレサムで封入

以上のような複雑な実験操作をへて，プレパラ ー卜 はでき上る。染色体

を明瞭に観察するには，解像力の高いよい顕微鏡の レンズを用いると ともに

よいプレパラ 戸ト が必要であるから，各操作は慎重lζ行なわねばならない。

a 

第3図 スジメ (Coslariacostata) の逃走子裂~~n胞における第一減数分

裂デイアキネシス期。 a~d : 1つの核を 4つの焦点面tc分けて

撮影したもの。(パラ フィ ン切片，へ 7 トキ シリン染色)X1680 

d' 

体構造の簡単な糸状の海部の場合には，切片を作る必要はなく，比較的

簡単に核の構造が観察される。しかし，諜体は脱水によって収縮し易いので

少し工夫を要する。褐藻類の Ectocartussiliculosus (SCHUSSNIG and KOTI-I-

BAUER， 1934)では，次のような固定染色がよい。

(1) 70% アjレコ ーJレで固定

(2 ) 蒸溜水で水洗

(3) 0.5%鉄明馨・・・…12f時間

(4 ) 蒸溜水で水洗

(5) 0.5% ヘマト キシリン…ー・…24時間

( 6) 水洗・・・… 15分

(7) 2%鉄明磐で分染

(8) 15% アノレ コーノレから順次96% アノレコーノレまでIl~水

(9 ) 無水アノレコ ーノレ…… .45分

(10) アルコーノレとオリガヌム油の混合液lζ浸す

(11) 薄いカナダパjレサムへ入れ，最後lζ濃いカナダパJレサムで封じる。

糸状紅藻の Sρel川 othamnわη では，固定後も低濃度のアノレコーノレに浸す

と胞子誕のl肢が!阪市]し，細胞の内容も変化するので， DREW (1934)は諜全体
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をブラ ジリン (Brazilin)で染色し， そのまま封埋する次のような方法を用い

て成功している。

(1) 40% ホ Jレムア Jレデヒド 6cc +70% ア ノレ コ~ )レ 100ccで固定

(2) 鉄明磐アルコーノレ液

(無水アノレコーノレ 20cc+4%鉄明馨15cc)……- … -一・…・・・1時間

(3) 70% アル コー ノレで洗う ………3~4 日

(4 ) ブラジリン液(ブラジリン 0.5g+70%アルコーJレ100cc)・・・・・…1時間

(5) 70%アノレコ戸jレ…- 数秒

( 6) 鉄明馨アJレコーノレ液(向上)で脱色

(7) 70~95% アノレ コー Jレで洗う

(8 ) 無水アJレコーノレ

(9 ) 無水アノレ コ~ )レ 1cc十キシロ ー

ノレ 15cc 

(10) カナダノイルサム 3cc+キシロ {

ノレ25cc + 1il( 7.1<アノレコ ーノレ 2cc 

ζの後，より酷いパノレサムへ次第

に移し，最後lζパJレサムで封入する。

DREW (1945)は紅誌をホノレマリン

・アルコ ーlレで回定した場合，組織が

著しく硬くなるので， ζの軟化法とし

て塩酸で処理する方法を示している。

70%アルコ ーJレ90cc 1ζ塩酸 10ccを

加えた液lζ材料を茂'して， 60
0

Cぐらい

まで加温する。処理l時間は聴により，

また材料の老若によって異なってい

る。 Gigartinamamillosaの芯い休で

は 15分間 Chondruscrispusでは 5

分間の処理でよい。処理が長すぎると

核が染まらなくなり，遂には組織が崩

壊する。 ζの後， 70% アJレコ ーノレで洗

って，後は普通の方法で脱水してパラ

フィンに埋蔵する。
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第4図 スジメ (Costariacostata) 
の遊定子重量細胞ICおける減

数分裂。 e:シナプシス期。

f第一分裂中期側面観。
g 中間期。 h:第二分裂中

期(パラフィン切片，へ 7 ト

キシリン染色 X1680
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(C) おしつぶし法

乙れまでは材料をパラフイン中に封埋して切片を作り，乙れを鉄明馨へ

マトキシリンで染色を行なうプレパラートの作り方を述べてきたが，乙の方

法は手順が複雑で，プレパラ F トができ上るまでにはかなり長い時聞を必要

とする。乙の難点を償うために，近年，海藻についても酢酸カーミンやフオ

イルグン反応を用いて染色を行なう，安価で簡便なおしつぶし法が工夫に工

夫を重ねて試みられているので，次にとれを紹介する。この方法ではおしつ

ぶしにより，染色体は分散するので観察し易くなる。一方，海藻には染色体

の染色性が弱いものが多いので，酢酸カ F ミン染色の場合にも媒染を行なう

などの特別の考慮が払われている。

a) 酢酸カーミン染色

酢酸カ戸ミン法は， RAo (1953)が紅藻類の Porphyridium，Porphyra. 

Batrachoゆermum，Antithamnion， Antithamnionella， Griffithsiaなど数多

くの種について，その四分胞子襲および四分胞子発芽体に用いて成功してい

る。その方法を表示すると

( 1 ) absolute alcohol-acetic acid (3 : 1)で10分~数時間固定する。固定後，

直ちに染色する方が結果はよい。

(2) 90%アルコール

(3) 70%アルコ戸Jレ

(4) 50%アJレコ戸Jレ

(5) 30%アJレコ戸Jレ

(6) 蒸溜水で水洗(2，3国交換)

(7) 新しく作った 4%鉄明馨で媒染。 5-20分間

(8) 蒸溜水で水洗(2，3回交換)

( 9) 材料をスライド・グラスの上に取り，酢酸カ F ミン液を滴下

(10) カバーグラスをかけて，煮沸するまで加温(2，3回煮沸をくりかえす)

(11) 指頭でおしつぶす

(12) カバーグラスの周辺l乙酢酸カーミン液を補って再び温め，暖かい場所
に10分間放置

(13)検鏡

ζれを永久プレパラートとするには MCCLINTOCKの方法を用いるが，永

久プレパラートにするよりも，一時プレパラートで検鏡する方が像は鮮明で
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ある。吉田忠生氏(1959)も，邦産の Batrachospermumの核を乙の方法を用

いて観察している。しかし， RAoは同じ紅藻類であっても，Polyides， Fur-

cellaria， Dumontiaでは細胞膜が厚くて，しかも粘液iζ富んでいるので液が

中に入り難く，また核の周囲には多量の紅藻澱粉があるので染まりが悪く，

乙の方法では観察がうまくできないと報告している。 Au訂町 (1960)は Fur-

cellaria fastigiataの体細胞核分裂および減数分裂をカJレノア液 (Carnoy's

fluid)で固定した後，鉄明馨で媒染し， l!i'f酸カ戸ミンで染色すると，染色体は

深紅色lζ染まり観察できる乙とを報告している。染色の度合は鉄明馨の濃度

と，その後の水洗の程度によっていろいろに変えるととができる。脱色は再

び鉄明馨に浸す乙とにより行なわれる。酢酸カーミン中で材料を熱したり，

冷したりしても染色の強さは加減できる。 さらに Au訂町 (1956)は紅藻類

の多くの種について， acetic alcohol (1 : 3)で固定した後，酢酸カ戸ミン液ま

たは鉄明馨と酢酸カーミンとを混合した液を用いて染色を行ない染色体を観

察している。

NAYLORはとれに少し改良を加えた方法を，褐藻類のコンブ属 (1956)お

よびフ戸クス目植物(1957)に適用して成功している。フ戸クス目植物の頂端

細胞や若い生殖器托を用いる場合には，色素体が邪魔をして核が見えなかっ

たり，染まらなかったりするのを防ぎ，また細胞膜を軟かくしておしつぶし易

くするために，過酸化水素水および炭酸ソーダを用いて処理している。材料

をカJレペチエンコ液で24時間固定した後，水洗を十分に行ない， 20%過酸化

水素水に4時間浸す。再ひe完全lζ水洗してから， 6%炭酸ソーダ液を滴下し

たスライド・グラス上に移す。乙乙で材料中のアルギン酸塩はアルギン酸ソ

戸ダとなり，スライドを徐々に加温するとカパ戸グラスの重みで材料はおし

つぶされる。蒸溜水を注いで余分の炭酸ソ戸ダを洗い流してから，酢酸カ戸

ミンを注入して十分に染まるまでゆっくりと加温する。乙のまま検鏡してさ

しっかえないが，乙れを永久プレパラートとするには，酢酸アルコール中で

カバーグラスを剥がし，脱水してユ戸パラ Jレに封埋する。漂白の後，直ちに

調べる乙とができない時には， 45%酢酸中l乙酢酸鉄を溶解して淡い琉泊色と

なった溶液を aceticalcohol (1: 3)液に加えた中lと，材料を浸して貯蔵する乙

とができる。乙の液で貯蔵した時には，アJレコ戸jレで洗って濃い酢酸に移し

酢酸カ戸ミン液を滴下しておしつぶせばよい。 NAYLOR (1958)はこの方法を

SticりIOsiphontortili・5にも用いて良い結果を得ている。コンブ類の場合には，
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成熟した雌配偶体，すなわち卵形成の時期にある配偶体または卵放出後まも

ないものを用いるのがよい。とのような配偶体を固定するには，それが附着

したスライド・グラスをそのまま aceticalcohol (1 : 3)液に 24時間以上浸せば

よい。乙のような長時間の固定を行なうと，色素体が染まらなくなる。媒染

剤としての酢酸鉄で処理した後に酢酸カ戸ミン液で染めればよい。 Stictyo-

siphon tortilis (NAYLOR， 1958)の発芽体では，多数の分裂像を得るために，

acetic alcoholで固定する前に夜通し冷蔵庫に入れて冷してから 2時間室温

に放置し，その後0.1%コルヒチン溶液で2時間処理している。

VENKAT組 AM州叩dNATARAJ州 (1959)は CladophoraceaeIC属する

Rhizoclonium hieroglyphicumの染色体を次のような方法で観察している。

いろいろな固定液を使って実験しているが，その中でも aceticalcohol (1 : 3)， 

または propionic-alcohol(absolute alcohol 75 cc， propionic acid 25 cc)を用い

て固定するのが最もよい。固定に先立つて，コルヒチンまたは8・ハイドロオ

キシキノリンで前処理を行なう。乙れらの液は染色体を収縮せしめ，紡錘体

の働きを不活滋lζし，原形質の粘性を低下さすので，前処理によって中期染

色体は互に離れて拡がるようになる。コjレヒチンで前処理を行なう場合には

0.2%の溶液に2時間浸し， その後蒸溜水で十分に洗い流す。 propionic-

alcohol溶液で2-6時間固定して propiono・carmineで染色しておしつぶす。

8-ハイドロオキシキノリンを用いる場合には， 0.0015M溶液で 2-3時間処

理すればよい。

KEMP and COLE (1961)はコンブ目植物の一種 Nereocystis luetkeanaの

配偶体を酢酸カーミンで染色を行なって核分裂をきれいに観察Lている。最

初，配偶体をエタノ戸Jレ酢酸(3:1)で24時間固定する。乙の固定液に数滴の

ヨードヨードカリ溶液を加えておくと，色素体の染まるのが妨げられて観察

し易くなる。固定後，完全に水洗して 2%鉄明馨に 15分間浸して媒染する。

その後，再び、水洗して余分の鉄明馨を洗い落して酢酸カーミン液で染色する。

最近 EVANS(1962)がFucusの染色体を観察した方法は，材料を acetic

alcohol (1 : 3)で18-24時間固定してその後12時間水洗して， 1モJレの濃度

の塩化リチュームの溶液に 15分間浸す。 乙の液で処理すると材料は軟かく

なり，細胞はばらばらになる。 15分間水洗した後，水の中でおしつぶして酢

酸鉄を含む酢酸カーミン液を注ぎ加温して検鏡する。また低調海水lζ藻体を

浸すことによって，多くの分裂像が得られることを報告している。
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以上，海藻の酢酸カ戸ミン染色おしつぶし法による染色体の観察法を紹

介してきたが，固定液としては酢酸とエタノーJレを 1:3の割合で混合した液

を用いるのが，最も安全なようである。海藻の染色体は一般に染まり難いの

で，鉄明馨または酢酸鉄で媒染を行ない，その後で酢酸カーミンを用いて染

色する。酢酸カ戸ミン液lと鉄明馨を混じた液を用いてもよい。固定液中lζ数

滴の鉄明馨を加えるのも一法である。また加温すれば一層濃く染まるように

なる。核板に並んだ中期染色体を観察し易くするには，コルヒチンまたは8-

オキシキノリンで前処理するとよい。コンブ目植物の配偶体で，色素体が染

まるのを防ぐには，固定時聞を長くしたり，ヨ戸ドヨードカリ溶液を数滴固

定液中lζ加える。藻体の組織が硬くておしつぶしがたいときには，固定後に

材料を 20%過酸化水素水l乙浸せばよい。 コンブ目およびフ戸クス目植物の

組織細胞を用いる場合には 6%炭酸ソーダ液や 1モjレの塩化リチューム溶

液で処理すれば，組織は軟かくなる。

b) フオイルゲン染色

フオイルグン反応を利用して海藻の核を観察するには，あらかじめ材料

を1:3の割合に混じた酢酸アJレコ戸jレ(WALKER，1954; KRISI到 AMURTHY，

1959)，またはホルマリン・アJレコーJレ(D隠 W，1934; RAo， 1956)，ホルマリン

酢酸アルコーJレ(W回 TBRI∞K，1928; RAo， 1956)，カルペチェンコ液(NAYLOR，
1958， '59)などで固定する。固定時聞は，コンブ類の配偶体を酢酸アルコー

ルで固定する場合には， 2-3時間でよい。フ戸クス目植物の葉体の頂端部と

か生殖器托を， カJレペチエンコ液を用いて固定する時には 12-18時間がよ

い。 NAYLOR(1959)は酢酸アルコーJレを固定液lζ用いると，液中のアルコー

Jレが細胞膜を堅くして液の透過を妨げるので，結果がよくない乙とを報じて

いる。

固定後は流水で完全に水洗する。特lとホルマリンを含む固定液で固定を

行なった場合には，ホルマリンを完全に除去しなければならない。ホルマリ

ンが残っていると，これが試薬と反応して細胞が一様に赤色に染まり核反応

が不明瞭になる。その後，材料を蒸溜水中lζ移し， 600Cの温度になるまで温

める。次lζ同じく 600CIと温めた 1規定塩酸lζ材料を浸して加水分解する。

加水分解の時間は種によりまた用いた固定液の種類によって異なっている。

酢酸アルコールを固定液として用いた場合，コンブ類の配偶体では 10分間の

加水分解でよい (WALKER，1954¥。 チシマクロノリの精子形成の核分裂では
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6-8分，果胞子形成では 10-15分である (K阻SHN品卸RTHY，1959)。普通，

5-20分ぐらいの加水分解が適当であるが， カJレペチェンコ液のようにクロ

ム酸を含有する固定液で固定した場合には，一般に長時間 (15-45分)の加水

分解が必要である。

加水分解が終ると，塩酸から材料を取り出して，冷却した蒸溜水の中に

一度浸してから，作製したばかりのシッフ氏指薬 (Schi任'sreagent) (フクシン

19を200ccの熱湯に溶解し， 500Cまで冷して漉過する。それに 1NHC120 

ccを加え， 250Cになるまで冷してから無水亜硫酸ソ戸ダ19を加える。乙の

液を約24時間冷暗所l乙密閉し，液が黄色になってから使用する。)中lζ3-12

時間浸す。車硫酸水を3回ほど交換して漂白を行なった後，必要な部分をカ

ミソリで切り取ってスライド・グラスの上に置く。亜硫酸水を滴下してから，

カバーグラスをかけて上から力を加えておしつぶす。乙れを永久プレパラ戸

トにするには，EE.硫酸水中でカパ戸グラスを剥し，順次，高濃度のアルコ戸

ノレlと移して無水アJレコ戸Jレまで脱水してからユ戸パラノレで封じる。永久プレ

パラ戸トにする時には，前もって貼着剤を塗布しておかねばならない。

材料の組織が硬くておしつぶしがたいときとか，組織中に存在する色素

体の色素のために核の観察が困難な場合には，固定後，加水分解を行なう前

に過酸化水素水で漂白すれば乙の難点が除かれる。漂白の時聞は用いる材料

の種類によって異なるが，普通20%過酸化水素水で3-4時間である。漂白

の操作を施したときには，加水分解の時間は短かくてよいので7-10分が適

当である。
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コンブ類に着生する動植物について (111) 

時間 旬V・近江彦栄養

J. TOKIDA & H. OHMI: On organisms growing 

on the Laminariales Plants (III) 

本誌、8巻 1号及び2号iと本標題のもとに (1)，日1)報を発表したが，本年

1月，近江は北海道茅部郡森町沿岸でカヤベノリの着生するツJレモを採集し

た際，苔醇虫の一種がツJレモlζ着生している標本を得たので，馬渡静夫博士

に鑑定をお願いしたととろ，Microporella echinata ANDROSOVAオオトグ

ウスコケムシ(新称， 馬渡博士命名州)Iζ同定された。本種は.ANDRα拍'VA

(1958)が樺太島西南部の沿岸附近と水深80mから得た FucusとLaminaria

lと着生するのを発見して新種として記載したもので，今回北海道の沿岸にも

産することが上記の標本で初めて明らかにされた日本新産種である。本種の

ほか，先の報告以後l乙文献で調べ得た着生動物は少なくないので，乙 ζに既

知のコンブ目着生種として，苔醇虫類48種と海綿動物1種，腔腸動物1種，

多毛類6種及び被護類1穫とをま

とめて報告する乙ととした。標本

の査定と文献の閲覧lζ御援助を賜

わった馬渡博士に深謝の意を表

する。

コンブ目植物に着生する動物

A. 海綿動物 Porifera

1. Haliclona limha:ta (MONT.) 

Laminaria I乙着生(ドイツ:

Bcにぜ).

B. 腔腸動物，花虫類Anthozoa

2. UrticinαfelinαL. 

* 北大水産学部
料馬渡博士から私信で教示を得た

B 
Fig. 1. Microporella echinata 
ANDROSOVA オオトゲウスコケムシ

A-B.群体の一部 (ANDROSOVA， 1958) 
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Lamina1匂 lζ着生(ドイツ:1改X:K3).

c.苔欝虫類 Bryozoa
3. Adeonella japonica ORTMANN ツノコケムジ

ノロカヂメの根に着生(日本近海:動物図鑑吋.

4. Aetea sica (COUCH) 

Chorda filum， Laminaria agardhii， Laminaria long抑制'sIと着生(北

米東岸:R:∞ICK& CROASDALE10). 
5. AeverriUi，αarmata (VERRILL) 

Laminarぜaagardhii Iζ着生(北米東岸:R'∞ICK & CROASDALE吋.
6. Aevenぜ晶、zBetigera (HINCKS) 
Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸:RI∞ICK & CROASDALE吋.
7. Alcyonidium poly，側 m(HA部:ALL)

Laminar必 saccharina(?)， Saccorhiza bulbosa IC着生(フランス北岸:

PRENANT&百邸IER8);Laminar也 agardhii，Laminaria longぜ'crurisI乙

着生(北米東岸:R'∞ICK& CROASD札 E10); Lamina均 iζ着生(ドイツ:
BocK2，3). 

8. Bowerbankia gracili8 LEIDY 

Chorda filum Iζ着生(北米東岸:RI∞ICK & CROASDALE10). 
9. Bowerban胸 imbricata(ADAMS) 

Laminar抱 agardhiiIζ着生(北米東岸:R:∞ICK& CROASDALE10). 
10. Bugula cucuUifera OSBURN 

Lamina巾 longicrurisI乙着生(北米東岸:RI∞Iは&CROASDALE10). 
11. Bugula fulva RYLAND 

Laminariaの根に着生(英国:RYLAND勺

12. Bugula tun世α(D医ぬR)

Chorda filum， Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸 R!∞ICK& 
CRQ必 DALE1う.

13. Callopora aurita (H町CKS)

Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸:RI∞Iα&  CROASDALE10). 
14. Cribrilina amwlata (F ABRICIUS) 

Lamina1也 l乙着生(ドイツ:BOCK刊.

15. Cribrilina punctata (HAssALL) 
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Laminaria agardhii IC.着生(北米東岸 R'∞ICK& CROASDALE吋;
Laminaria Iζ着生(ドイツ :B∞K2，3).
16. Crisi，αeburneα(L.) 

Laminaria agardhii I乙着生(北米東岸 ROGICK& CROASDALE'O); 

Laminaria I乙着生(ドイツ :B∞K叩).
17. Crisielli，αproductα(SMITT) 

Laminaria I乙着生(ドイツ:BocK2，3). 

18. Cryptωulαpallαsia1W (MOLL) 

Saccorhiza bulbosa I乙着生(フランス北岸 PRENANT&百I部 IER8);

Laminaria agardhiiの根に着生(北米東岸:R'∞ICK & CROASDιE'O). 
19. Electra luuttingsae MARαJS 

Laminaria agardhiiの葉l乙着生(北米東岸:ROGICK & CROASDALE'O). 

20. Electra pil，ωα(L.) 

Laminaria saccharina I乙着生(北米東岸:LEIDy5); Laminaria agardhii， 

Laminaria longicruris I乙着生(北米東岸:ROGICK & CROASDALE吋.

21. 晶lCrateαloricatα(L.)

Laminaria Iζ着生(ドイツ:BocK2，3). 

22. Flustrella hおlPidaF ABRICIUS 

Laminar匂に着生(ドイツ:BOCK2). 

23. Hippothoa hyalinαι) キタウスコケムジ

Laminarz'a cloustoni， Saccorhiza bulbosa I乙着生(フランス北岸:

PRENANT9) ; Laminaria saccharina I乙着生(ドイツ:勘'RG'); Laminaria 

saccharinaの葉l乙着生(英国:RYLAND口，12);本誌 8(1)， 20; Laminaria 

l乙着生(ドイツBocK2勺.

24. Lic1renopora mspid，αFLEMING 

Laminaria Iζ着生(ドイツ:政)cK2).

25. Lic1renopor，αverrucαri，αFABRICIUS 

工.aminariaIζ着生(ドイツ:BocK2). 

26. Membr，αnipora aurita HINCKS 

Laminaria I乙着生(ドイツ :BOCKり).

27. Membr，αnipora craticul，αALDER 

Laminaria I乙着生(ドイツ :B∞K2，3).
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28. Memhrampora crustulenta PALLAS 

Laminaria Iζ着生(ドイツ:政)CK2).

29. Memhranipora lineata (L.) 

Laminaria Iζ着生(ドイツ:Boα(2，3). 

30. Memhranipora memhranacea (L.) 

Laminaria digitata， Laminaria hyperborea， Laminaria saccharina， 

Saccorhiza polyschidesの葉に着生(英国:RYLANDI1，吋;Lami・nar也 l乙

着生(ドイツ:政lCK2).

31. 脆 mhramporapil，側(L.)

Laminaria IL着生(ドイツ:BocK叫.

32. Memhrampora卸 rrilamellaOSBURN 

Macroりstz・'spyriferaIζ着生(北米西岸:NoR'耳打.

33. Memhrampora umcorms FLEMING 

Laminat也に着生(ドイツ:BocK2，う.

34. M"zcroporeUa ciliata (P，ιLAS) 

Laminaria saccharina， Saccorhiza bulbosa Iζ着生(フランス北岸:

ぬ印刷T& TEISSIER8) ; Laminar由 agardhiiIL着生(北米東岸:R:∞ICK
&CROASDALE叩).

35. MicroporeUa echinata ANDRIα幻IVA オオトゲウスコケムシ (Fig.1)

Laminaria I乙着生(樺太 AND~αOVA1); ツルモ lζ着生(北海道茅部郡森

町:近江，1963年1月採集).

36. 11伽 roneUaimmersa (FLEMING) 

Laminaria Iζ着生(ドイツ:BocKり).

37. 1'1斑'cheinatuberculat，α(Bosc) サメハダコケムシ

Syn. Memhranipora如berculata.Laminaria Iζ着生(ブラジル:

MARcus.). 

38. Pec:恥ellinacernua (PALLAS) 

Lami・'nariasaccharinaの根iζ着生(北米東岸 LEIDYう Laminaria

agardhii Iζ着生(北米東岸:RI∞ICK & CROASD此，E10).
39. Schizoporella biaperfa (拙 CHEL町)

Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸:RI∞Iは&CROASDALE10). 
却 . SchizoporeUa unicornis (Jo:聞訂.)
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Saccorhiza bulhosa Iζ着生(フランス北岸 PRENANT& TEI田，IER8); 

Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸:ROGICK & CROASDALE吋.

41. Scruparia ambigz師 (d'O阻BIGNY)

Laminaria agardhii Iζ着生(北米東岸:RI∞，ICK & CRO必IDALE10).
42. Scruparia clav'a:ta Hn河CKS

Laminaria agardhii I乙着生(北米東岸:R!∞ICK& CROASDALE10). 
43. Sini句Jeltac，ωtazii (Au∞U町)コプコケムシ本誌 8(1)， 16. 
44. Smittina tmpino8a (JoHNST.) 

Laminaria agardhii I乙着生(北米東岸:R!∞ICK& CROASDALE10). 
45. Tricella吋aoccidentaliB (TRAsK) ホソフサコケムシ本誌 8(1)，20. 
46. Tubulipora dila加nsJo聞訂'ON
Laminar，切に着生(ドイツ:1政)cK2).

47. 知 buliporaflabellariB F ABRIC田S

Laminaria IC着生(ドイツ:BocK2). 

48. 知 buliporaliliacea PALLAS 

Laminaria Iζ着生(ドイツ:BocK2). 

49. Tubulipora lo伽tlataHA路 ALL

Laminaria Iζ着生(ドイツ :B∞ピ).

50. Tubulipora phalang側 COUCH

Laminar匂に着生(ドイツ:B∞ピ).
D. 環形動物，多毛類 Polychaeta

51. Nreolea :z，ωtericol，αOER:訂印

Laminaria IL着生(ドイツ :B∞ピ)て

52. Pomatocer08 triqueter (L.) 

Laminaria Iと着生(ドイツ:BoCK3). 

53. Spirorbおgranulα加(L.)

Laminaria Iζ着生(ドイツ:BocK3). 

54. SpirorbiB pagenstecheri QUATREFAG回

Laminaria IC着生(ドイツ:1政JCK3).

55. Spirorbi8申irillum(L.) 

Laminar匂 iと着生(ドイツ:BocK3). 

56. Spirorbi8甲町.
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Laminaria Iと着生(ドイツ :B∞ピ).

E.被謹類Tunicata
57. Dendrodoa grossulα吋α(v.BENED凹)

Lami加 riaI乙着生(ドイツ:BocK3). 

Summary 

In this paper are listed one species of Porifera， one species of Anthozoa， 48 
species of Bryozoa， six species of Polychaet且， and one species of Tunicata which 

have hitherto been known to grow on the fronds of Laminariales plants. This list 

was prepared on the basis of new data obtained after the publication of the senior 

writer's previous list (1960) by consulting literature and examining the junior 

writer's recent collection. Microporella echinata ANDROSOV A is reported herein 
as new to Japan thanks to the identification of Dr. S. MAWATARI to whom the 

writers are much obliged. It was found growing on Chorda filum collected by 
OHMI in January 1963 at Mori in Volcano Bay， Hokkaido. 

引用文献

1. ANDROSOV A， E. 1.， 1958.北部日本海のコケムシ Cheilostomata目.千島・樺太探険

報告， I.ソ連邦極東海の翁査.5(露文). 2. BOCK， K. 1.， 1950. Ueber die Bryozoen 

und Kamptozoen der Kieler Bucht. Kieler Meeresforschungen， B. 7 (2): 161-166. 3. 

一一一一一一， 1954. Einige Zahlen zur Bewuchsdichte von Epizoen auf Laminarien aus 

der ostlichen Kieler Bucht. Veroffentlichungen des Instituts fur恥1eeresforschung

in Bremerhaven， B. 3: 42-45. 4. BORG， F.， 1930. Moostierchen oder Bryozoen 

(Ectoprocten). Die Tierwelt Deutschlands， Teil 17: 24-142. 5. LEIDY， 1.， 1855. Con-

むibutionstowards a knowledge of tbe Invertebrate fauna of the coasts of Rhode 

Island and New Jersey. Jour. Acad. Nat.Sci.， Phila. Ser. 2， 3: 3-20. 6. MARCUS， 

E.， 1939. Briozoarios marinhos brasileiros， III. Univ. S!io Paulo， Bol. Fa:. Filos.， 

Cienc. e Letr.， XIII， Zool.， 3: 111-:お4. 7. No叉TH，W. 1.， 1961. Life-span of the 

fronds of Giant Kelp， Macrocystisわlrifera.Nature， Vol. 190， No. 4782: 1214-1215. 

8. PRENANT， M.， &τEISSIER， G.， 1924. Notes ethologiques sur la faune marine 

sessile des environs de Roscoff. Trav. de' la Stat. Biol. de Roscoff， Fasc. 2: 1-49. 

9. PRENANT， M.， 1927. Ditto II. Ibid.， Fasc. 6: 1-58. 10. ROGICK， M.D.， & CROAS-

DALE， H.， 1949. Studieson marine bryozoa， III. Woods Hole Region Bryozoa 

associated with algae. Biol. Bull. 96 (1): 32-69. 11. RYLAND， 1. 5.， 1958. The 

settlement of Polyzoa larvae on algae. Proc. XVth Internat. Congr. Zool.: 236-239. 

12.一一一一一， 1959. Experiments on the selection of algal substrates by Polyzoan 

larvae. Jour. Exper. Biol.， 36: 613-631. 13.一一一一 1960.The British species of 

Bugula (Polyzoa). Proc. Zool. Soc. Lond.， 134: 65-105. 14.時田都・山俊一， 1960.コ

ンプ類1<::着生する動植物について (1).藻類.8 (1): 15-21. 15.内田清之助・外， 1957.日

本動物図鑑.18版.北隆館.東京.

- 49-



シカゴ自然科学博物館の海藻展示

瀬木紀男

T. SEGI: Exhibition of Seaweeds at Chicago 
Natural History ML1SeUm 

米国lζ於ける海藻利用と しては， 日本程盛大に広く利用されることは少

なく，僅かに褐藻類(主lζ Macrocystis，Laminm叩 ，Nereocystu， Ala7-ia等)

の Kelpを， アルギン酸製造工業lと使用する他余り知られていないようであ

る。然し筆者が先年シカゴ自然科学時物館を訪れたl時，可成り興味深い利用

に関する展示があったので，SCAGEL氏の報告等をも参考にして之を御紹介

する。左右二箇所の展示があったが，先ず左方から述べる。

I. 左方の展示lとは日本産白色の Agar-agarを展示している他，Gigar-

tzηα(ガラスの裏lと帖付， Carrageeninをつくる。)を真中に展示しているが，

乙の周囲には Enteromorpha(食用)， Codium(食用及び駆虫剤)，Cladophom 

(食用及びフィリピン等で稚魚を養うに使い，後日成体になった時は Entero-

m07アhaを使うという。)， Penicillus， Acetabulαnム Haluηeda，Laminaria 

(食用)， Herpos砂honiaの標本を出

している。猶米国では Gelidium

はカリフオニア lζて 10~50feet の

処より潜水夫によってとられ， 大

西洋岸にて GmcilaTiaは網又は

熊手lζよって漂流しているものを

採集する。

最下段lとは第 1区lの如き黒色

の化石藻類 FossilAlgae (Crypto-

zon巴)を展示し次の如き説明を つ

けている。

One of the oldest plant fossils， 
第1図 Fossilalgae 
(シカゴ自然科学博物館にて)

generally conceded to be an alga dating from the geological“Down of 

Life". Messers of living blue-green algae appear to have serv巴das a 
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matrix for the description of th巴 minera¥composing this fossil 

11. 右方の展示には第 2図

の如き種々のものが陳列されて

興味深かったが乙れを順次説明

する。

1. Long-jointed Laminaria 

とのみ説明しているが，質はNi
く黄褐色を呈する。 Laminaria

は Ke¥pからアJレギン酸をとる

他，Alcohol motor fuel (L. digi-

tata)， Carbohydrate sugars 

(Mannitol等)をとる出である。

猶 L.saccharina は 12~15%の

sugarを含有するという。

第2図 各種海保利用の展示
(各部の説明は文中にあり，シカゴ

自然科学博物館ICて)

99 

2. Ke¥p Float (Pelagoρhycusρorrα)である。 P のもつ大きな浮き袋を浮

きとして利用するものである。 P.は分布が限られ.e.近時減少しつつある

由であるが，筆者は LaJollaの海岸lζて，打ち揚げを幸い採集する ととが出

来た。

3. Nostocである。円い固形物になったもので，東洋で食用にされる。

4. Ke¥p Sodaである。 Fucusを腕いたもので，アイ ルランドlζて石鹸，

ガラスの製造lζ使われる。

5. Kombu (Laminaria longissima) Kyoto， Japanと説明している。 小さ

な和紙の袋iζ入れ，細くきざんだ所313育コンブにて，本邦!ζて食用として用

いられるもの。

6. Seaw巴edglue“Fu Nori， Pres. by T. 1TO"と説明している。 四角にす

いた日本のフノリである。

7. Edib¥e Seaweed (Rhodymenia).食用として用いられるのは衆知のとこ

ろであるが，先年アイルランドの国際藻類シンポジウムlζて， レセプション

の時 “つまみH として出されたのは忘れ得ぬ印象である。乙の海藻について

SCAGEL氏の “Marin巴 p¥antresources of British Co¥umbia" (1961) p. 26には

興味ある次の報告をしている。

Rhodymeniaρalmata common¥y known as dulse or dillsk， has been 
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widely used， especially in 1reland， Scotland， the Maritim.e Provinces of 

Canada， and New England. 1n m組 yparts of the world it is used as a 

food， a relish or medicine. It is eaten raw， fried， cooked with soups， 

chewed like gum; eaten with fish and butter， as relish with potatoes， or 

boiled with milk to which rye :fl.our has been added. According to some， 

chewing dulse is like eating peanuts: once started it is hard to stop. 

At the tim.e when famine was widespread in 1reland， dulse and po・

tatoes formed the staple foods for the people along the coasts. 1t is used 

in many p町tsof the United 、States. Some is gathered in New England， 

but most of it is im.por飽dfrom the Maritim.e Provinces to the market in 

the United States. Dulse is still gathered and used as a relish by the 

1ndians in the PacificNorthwest or cooked with other foods， including 

boiled fish. 1t is also used as a vegetable on the Atlantic Coast where it 

is called sea kale. 

There is a variety of uses of algae that can be recorded in connec-

tion with human activities. Rhodymenia palmata is used in Kamchatka 

to prepare a strong alcoholic drink. 

8. Seaweed fish line. Nereocystisの長い茎を魚釣り用の綱として利用

したものである。カナダ太平洋にてインディアンが鱈をとるとのととで

ある。

猶， Nereocystisは米国太平洋岸モンテレーペニンシュラ，モスピーチ，

グァンクーパ戸等の各地iζ鏡産し，或物は干潮線附近の岩lとまきっき，或物

はうず高く海岸につもり，文巨大な浮袋だけ出してぷかぷか浮ぷ様は壮観で

ある。長さ 20m位に達するものもある。

9. Kelp Stem (Nerωcystis lukeana) Nereocystisの茎の未端部(浮袋をふ

くむ)約40cm位をガラス箱に入れ，シトロン液漬にし食用にされるもので，

次の如く説明している。

Stem ends of the giant kelp of the Pacific Coast as collected for 

food. 1t is sometim.es converted into a species of citron-like conserve. 

文新鮮な stipeから砂糖づけをつくる。

10. Kelp oil Bottle (Nereocystis lukeana)インディアンが Nereocystisの

浮袋のついた茎の未端部を，オイルの貯蔵器文はランプとして利用する乙と
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で次の如き説明を附している。

The Stem end of a giant kelp. It is hollow and is said to be used 

by the natives of British Columbia and Vancouver as a container for oil. 

との他 Ner・'eocystisの長い茎は，アルコール飲料を蒸溜するとき“worm

condenser"として使い， アラスカのインディアンやエスキーモは Nereo-

cystisから“hoochenoo"と呼ぶ醸造物を作ると報告されている。更にイン

ディアンは海謄(ウニ)を捕える時，餌をつけるために使い，浮きや中空の部

分は，ボ戸トから水をサイフォンとして吸わせる時に使う等，興味ある用途

がある由である。(三重県立大学水産学部)

学 ..d. 
;Z:J> 録

会員移動

事

(昭和38年4月1日より昭和38年8月15日まで)

新入会 (10名)

昭和38年8月15日現在会員数399名

住所変更 (13名)

- 53ー



1個 議類第11巻錆2号昭和38年8月

-54ー



投稿規定

会員諸君から大体永の事舗を郷含みの上投稿を期待します。

1. 藻類に関する小論文(和文).綜説，論文通安録、，雑録等。

2. 原稿掲議の取捻，掲載の順序，体裁及び校正十主役員会に→任の乙と。

3. 別別の費用除著者負担とする。但し小論文a綜貌，総合抄録に限りその 50部分

の費婦は会にて負担すお。

4. 小論文，綜説'.総合抄録は 400字詰原稿用紙12枚位迄，其他は同上6枚位渚を

限度とし図版等のスペーユは比の内に含まれる。

倫小論文，綜説に限り，欧文題目及ぴ本文主幹頁以内の欧文摘要を付する乙と，欧文

は成る可<，英，独語を舟うる乙と。

5，原稿tl;平仮名混り，積書としなるべく 400字諸原稿舟紙を用うることa

向学会民関する通僚は，私幌市北大理学部植物学教室内本会庶務，会計叉は編集幹

事宛とし幹事の個人名は→切使用せぬよう特に注怠の乙と。

員役度年。。一再。
-

/

l

 

一

昭

長

事

事

事

事

幹一

w
f

詐

斡

ノ

p
一会

f

集

UIl--~ー
務

v鱈

Ii緩
庶

幹

" 

昭和38年8月20日印刷

昭和38年8月25日発行

か

山 国 事 男
中村 議 輝

片 回 実

舟 橋 説 往

山" 国 家 五

被語弘 畑 英
承

永 圭 期

ノ〆

ノH川 f 

編集兼発行者号 海中道夫 村 義 輝
を草E自1市新宮町私 学理学部稼穣研究所

印 胸者F 山 中 年 ヨ

発 行 帥札所慌軸師壊三日条す本専『七噌務了宵類噌三園学弓開番会組






